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は し が き

国道26号線(第二阪和国道)は、当市の暮らしや産業を支えるためになくてはなら

ない大切な幹線道路です。しかし、新しい築造物は地下に眠る多くの文化財を破壊

しなければ築けないのが現状です。

国道26号線延伸に先立つ発掘調査では、多くの遺跡が破壊されましたが、それと

引き換えに新しい発見もあり、市域の歴史も塗り替えられました。

当教育委員会は土木工事などで破壊されていく遺跡を、せめて記録として子孫に

残すことが大切な責務と心得、埋蔵文化財行政を行つております。

遺跡は一度壊してしまうと三度と甦らないものです。何百、何千年の間、地下に

眠つている人類の歴史を破壊する権利は、現代の我々にあるはずがありません。

今後も我々は子々孫々に恥ずかしくない埋蔵文化財行政を行っていくよう努力す

る所存です。

今回の調査に当たり、ご指導、ご協力いただきました関係者に対し、この場をお

借りして厚くお礼申し上げます。

2009年 3月

阪南市教育委員会
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第 1図 阪南市位置図



例    言

1,本書は阪南市自然田に所在する向出遺跡の発掘調査報告書である。
2。 本調査は、平成12年 6月 から10月 まで、国土交通省近畿地方建設局浪速国道工

事事務所の委託を受け、阪南市教育委員会生涯学習部生涯学習推進課が行った。

3。 調査は生涯学習部生涯学習推進課田中早苗が担当して実施した。

4。 本書内に示した標高は、ToP.であり、方位は既製の地形図などを使用したも

のを除いて磁北である。

5.調査に当たっては土地所有者など、関係者各位の理解と協力を得た。ここに記
して感謝の意を表したい。

6。 本書の執筆 0編集は田中早苗、縄文土器及び石器の記述は横澤 慈 (現大分県
教育委員会)が行った。また、発掘調査、整理作業は以下の調査従事者による。

7.骨片については安部みき子氏 (大阪市立大学)の所見による。
8。 本調査における記録は実測図、写真、カラースライドなどに保存されている。

当教育委員会にて保管しているので、広く活用されたい。

(調査従事者)

和田旬世、井上祥子、井上 進、島田万帆、外池美渡里、上田妙子、滝本奈保子、
福森由紀、中寺幸子、廣島良子、谷口恒子、芝 尚幸
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第 1章 調査にいたる経過

阪南市の幹線道路である国道26号線 (第二阪和国道)の阪南市自然田から岬町淡輪間の延伸

は、昭和63(1988)年 に計画、事業化され、15年後の平成15(2003)年 に阪南市自然田と箱作間

の約4.5kmが部分開通し、阪南市域における慢性的な交通の停滞はようやく解消された。

しかし、その地中には久保田遺跡、向出遺跡、向山遺跡、亀川遺跡、井関遺跡などが存在

し、工事に先行して平成 8(1996)年より(財)大阪府文化財調査研究センターによる発掘調査

が行われ、多くの成果を得た。

これら本線部の調査は面積も広く、華々しく新聞紙面を飾つたものもあったが、それに伴

う付属工事は面積も狭く、忘れられがちである。

本調査は上記の本線部工事によつて台地が削平されたため、台地の東側に取り残された耕

作地490m2を削りとって、側道の高さに合わせるため、計画された工事に先立つ調査である。

現地は(財 )大阪府文化財調査研究センターが平成10(1998)年 に発掘調査を行い、多くの遺

構、遺物を検出した調査区に隣接するため、試掘調査は実施せずに調査を行つた。

以下にその成果を報告する。
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第 2章 歴史的環境

向出遺跡は大阪府阪南市自然田に所在し、市の東端部を流れる男里川の支流である菟砥川

と山中川に挟まれた狭小な台地上に広がる遺跡である。

当遺跡は、昭和62(1987)年度に阪南町教育委員会が行った埋蔵文化財分布調査で発見され

た。この調査では縄文時代のサヌカイト製石器が多く採取されたが、詳細な時代がわかる遺

物としては縄文時代晩期の土器が若干確認されたのみであった。その後、小規模な調査が数

件行われたものの縄文時代の遺構は検出されなかった。

平成 9(1997)年に(財 )大阪府文化財調査研究センターが国道26号線 (第二阪和国道)延伸の

道路部分約8975m2の調査を行い、縄文時代の土坑墓群を発見したため、平成10(1998)年 よ

り史跡指定を考慮した範囲確認調査を当教育委員会が4年にわたって行うこととなった。そ

の結果、遺跡の中部では古墳時代中期の住居跡、南部では縄文時代後期から晩期の土坑墓群

の広がりを確認した。

向出遺跡より南側の台地上では、縄文時代の土坑墓や弥生時代後期から古墳時代初頭の集

落などが発見された向山遺跡 (47)が存在し、その南側には自然田遺跡 (35)が広がる。

自然田遺跡からは縄文時代の石器が採取されているが、十数件の小規模な発掘調査は行わ

れているものの、詳しい遺跡の性格はわかっていない。

さらに南側の玉田山丘陵の山頂付近には玉田山遺跡(6)が、西側山麓には古墳時代終末期
の横穴式石室 2基から構成される玉田山古墳群(5)が存在する。

玉田山遺跡は江戸時代に成立した垂仁天皇の皇子である五十敷入彦命の字度墓伝説があつ

たが、昭和57(1982)年 、丘陵頂上の公園整備事業に伴う事前調査では、箱式石棺を検出した

ものの宇度墓と関連するものは発見されなかった。

寺田山遺跡(7)は玉田山古墳群から望む西側平地に位置し、古墳を築造した集団の住居の

存在が期待されていた。当教育委員会では平成11(1999)年度に約4000m2の民間の開発工事

に伴う発掘調査を行い、大幅に削平されていたものの、弥生時代後期の竪穴住居や土坑墓な

どを検出し、土器とともにサヌカイト製石器と大量のサヌカイト剥片が出土したが、古墳時

代の遺構は見られなかった。

参考文献

阪南町史編さん委員会 1983『阪南町史』上巻

阪南町教育委員会 1982『玉田山遺跡発掘調査報告書―大阪府泉南郡阪南町自然田所在―』(阪南町埋蔵文財報告Ⅲ)

阪南市教育委員会 1988『阪南町埋蔵文化財分布調査概要 I』 (阪南町埋蔵文化財報告Ⅵ)

財団法人 大阪府文化財調査研究センター 2002『向山遺跡発掘調査報告書一大阪府阪南市自然田所在― 一般国道26号線(第二
阪和国道)建設工事に伴う』(財団法人大阪府文化財調査研究センター調査報告書第72集 )
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第 2図 阪南市埋蔵文化財分布図
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第 3章 調査の成果

第1節 調査の方法

(財 )大阪府文化財調査研究センターが発掘調査を行った調査区に隣接することから試掘調

査を経ずに発掘調査を実施した。

調査報告は便宜上、南側の台地上をA区、北側の平地部をB区 として報告する。A区は現
況の耕作面単位の3区画に分けて調査を行い、それぞれ南側から102・ 3ト レンチとした。

その為、A区の全景写真は3区画に分かれている。

ー

第 3図 トレンチ位置図
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第 5図 B区 平面図・断面図
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第 6図 A区 第 3層 出土遺物

第 2節 遺構 ・遺物

A区 (第 406図 )
現況の高さは 1ト レンチはおよそToP。 +24.70m、 203ト レンチはおよそToP.+24.00
mである。西側は平成10(1998)年度に(財)大阪府文化財調査研究センターが発掘調査を行い、

縄文時代後期～晩期の土坑墓群や弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居を発見した調査区

に隣接する。

基本層序は第 1層耕作土、第 2層旧耕作土、第 3層淡黄茶灰色土、第4層濃茶色土混風化

礫の地山である。第 3層は南側の 1ト レンチにのみ存在する。

遺物は第 3層からサヌカイト、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、陶器、磁器

などが出土した。近世期の包含層と考えられる。

図示できた遺物は以下のとおりである。 1はサヌカイト製で先端部を欠損する石鏃と思わ

れる。 2～ 4は縄文土器である。 2は口縁を肥厚し、拡張した上端面に沈線を、その口縁端

部外側にかけて短沈線を施す。後期前葉の四ツ池式・広瀬土墳40段階に比定できる。 3は条

痕地で、外面に縦位の沈線を施すが、詳細は不明。縦位沈線から、北白川上層式 1期であろ

うか。 4は無文土器の深鉢で、日縁は若干肥厚し、端部は面をもつ。いずれも後期に属する。

5は瓦器椀で13世紀前半のものである。

遺構は土坑 4基、ビット5基、落ち込み 1を検出した。

土坑 1(第 407～ 9図 )
A区 1ト レンチ北部の地山面で検出した。北側は落ち込

みに削平されている。東西1.22m、 南北1.12m、 深さ0。30

mを測り、埋土は黒色土で炭化物が混じる。遺物はサヌカ

イト製の石鏃・スクレイパー・剥片、縄文土器、骨片が出

土した。縄文時代の土坑である。

6～ 12は凹基無茎式石鏃である。 8・ 9は基部の扶 り

が浅く先端部を欠損する。いずれもサヌカイト製である。

13014は平基無茎式石鏃で、14は先端部を欠損する。いず

れもサヌカイト製である。15～ 17はスクレイパーで、いず

れもサヌカイト製である。
第 7図 A区 1ト レンチ 土坑 1
平面図・断面図

1.黒色土(炭化物混l~
2.地山 :濃茶色土混風化礫
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18～35は縄文土器で、後期後葉に属する。

18～25は巻貝による凹線と扇状圧痕が特徴の

宮滝式有文土器である。18～22は深鉢で、頸部

で屈曲し、日縁は外反する。口縁下に凹線を 1

条、その下に間隔をあけて2～ 3条施す。180

19は 口縁に半円形突起をもち、その下に巻貝の

扇状圧痕を2段施す。23は口縁部を欠くが、同

様の器形であろう。19021022の口縁端部は面

取りし、他は丸くおさめる。24は外に開く器形

で、鉢ないし浅鉢と考えられる。25は小型の浅

鉢である。口縁から頸部にかけて凹線と巻貝扇

状圧痕を2段施す。

26～ 34は無文土器である。26は頸部で屈曲し、

口縁は内傾するもので、端部は丸くおさめる。

27～31は頸部で屈曲し、日縁が外反する器形で、

27～ 29は口縁端部を面取りし、30・ 31は丸くお

さめる。32は頸部での明瞭な屈曲がなく、日縁

第10図 A区 2ト レンチ 土坑 2平面図・断面図

1.淡灰茶色土(マンガン混)
2.地山 :濃茶色土混風化礫

0                17

は緩やかに外反し、口縁端部は面取りする。33034は外

に開く口縁で、33の端部は面取りし、34の口縁は若干内

側に折れ、端部は丸くおさめる。35は底部で、底面は凹

み底である。これらは宮滝 2式に比定できる。有文土器
の種類や無文土器の器形から、一括性は高いものと判断

できる。

出土した骨片はすべて焼成を受けており、人骨か獣骨

かは不明である。

土坑2(第 4010011図 )
A区 2ト レンチ南部の落ち込みの埋土を除去後に地山
面で検出した。東西1.40m以上、南北2.00m以上、深さ0。17m、 埋土はマンガン混じりの淡

灰茶色土である。

遺物はサヌカイト剥片、縄文土器、弥生土器が出土した。図示できたのは 1点のみである。

36は外反口縁の縄文土器の浅鉢で、内外面とも口縁下に凹線を 1条施す。宮滝 2式に比定で

きよう。遺物から考えると弥生時代以降の土坑である。

0                     10crn

第11図 A区 2ト レンチ 土坑 2出土遺物

23.60m

1.黒色土(炭化物混)
2.濃茶黒色土
3.茶色礫混土
4.地山 :濃茶色土混風

0          1m

第12図 A区 2ト レンチ 土坑 3
平面図・断面図
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第13図 A区 2ト レンチ 土坑 3出土遺物 (1)

“
ν

ん

マ
ル
μ

o                   10crn

46

-11-



珀難熙48

―
ゝ

ポ
~ヽ

鑽馴

¬
~ヽ

軋

マ

0                        10cm

第14図 A区 2ト レンチ 土坑 3出土遺物 (2)
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第15図 A区 2ト レンチ 土坑 3出土遺物 (3)

土坑 3(第 4012～ 15図 )

土坑 2の北西側に位置し、落ち込みの埋土を除去後に地山面で検出した。東西1.30m、 南

北0。95m以上、深さ0。25m、 埋土の第 1層は土坑 1と 同じ黒色土で炭化物が混じる。第 2層

濃茶黒色土、第 3層茶色礫混土である。遺物は第 1層からサヌカイト製の石核 0石鏃・剥片、

縄文土器、石錘、炭化物、骨片、第 2層からサヌカイト剥片、縄文土器、炭化物が出土した。

37～39は凹基無茎式石鏃である。37は直線的な側縁をもち、38は先端部の手前で屈曲し、

39は側縁中央で屈曲する。いずれもサヌカイト製である。40は切目石錘で、大半を欠損する。

表面には研磨痕が認められる。石材は片岩である。

41～63は縄文土器で、いずれも後期後葉に属する。41～48は巻貝による凹線と扇状圧痕を

施す宮滝式である。41～ 45は外反口縁の深鉢で、口縁下に凹線を1条 と、41～ 43はその下に

間隔をあけて2～ 3条施す。41042は 口縁部に半円形突起をもち、その下に巻貝による扇状

圧痕を2段施す。42は 2単位の波状口縁である。46は 2段で屈曲する器形で、鉢ないし注口

土器であろう。文様は4段施す。47は口縁が強く外反する浅鉢である。口縁には4箇所に半

円形の突起をもち、内面口縁下に凹線と、貝殻頂部による刺突を施す。

49～61は無文の深鉢である。49～53は内屈口縁で、49・ 50の端部は丸くおさめ、他は面取

りする。51は口縁を肥厚する。54～61は外反口縁で、55056059060は頸部で屈曲する。60

は緩く外反する。57は端部を面取りし、他は丸くおさめる。62は鉢である。63は鉢の底部で、

底面は凹む。

-13-



出土した骨片はすべて焼成を受けており、種が同定できた獣骨は、イノシシの左撓骨の遠

位関節面前縁の中央部であった。人骨と思われる骨片は8片出土し、そのうちの1片は歯槽
の一部とみられる。その他の骨片では、小型の哺乳類の頭骨の縫合部と思われる1片以外は

同定できなかった。
23.70m

土坑 4(第 4016図 )
A区 3ト レンチ中央部、落ち込みの埋土を除去後に地
山面で検出した。東西0。80m、 南北0。45m、 深さ0。12m
を測り、埋土は暗茶黒色礫混土である。サヌカイト剥片、

縄文土器が出土したが、図示できる遺物はなかった。縄

文時代の土坑と考えられる。

ピット1(第 4・ 17図 )

本調査の最も南部に位置する遺構で、A区 1ト レンチの地
山面で検出した。東西0.55m、 南北0.38m、 深さ0.07mを 測り、

埋土は暗茶色礫混土である。遺物が出土しなかったため、遺構

の時代は不明である。

ピット2(第 4018図 )
A区 1ト レンチの地山面で検出した。土坑 1と 同じく北側を
落ち込みに削平され、一部が残る。残存部は東西0。34m、南北0.28

m、 深さ0。28m、 埋土は灰緑色小礫混砂質土である。サヌカイ

ト剥片、弥生土器が出土したが、図示できる遺物はなかった。

弥生時代の遺構と考えられる。

ピット3(第 4・ 19図 )

A区 1ト レンチの落ち込みの埋土を除去後、地山面で検出し
た。直径0。44m、 深さ0。1lmを測り、埋土は茶黒色風化礫混土
である。サヌカイト剥片、縄文土器が出土したが、図示できる

遺物はなかった。縄文時代の遺構と考えられる。

ピット4(第 4・ 20図 )

A区 2ト レンチの土坑2と 土坑 3の間に位置し、直径0。29m、

深さ0.09mを 測る。埋土は茶黒色礫混土である。遺物はサヌカ

イト剥片、チャート剥片、縄文土器が出土したが図示できる遺

物はなかった。縄文時代の遺構と考えられる。

ビット5(第 4021022図 )
A区 3ト レンチの土坑 4の東側に位置し、落ち込みの埋土

2

1.暗茶黒色礫混土
2.地山 :濃茶色土混風化礫

0          1m

第16図 A区 3ト レンチ 土坑 4

平面図 。断面図

一 2

2.地山 :濃茶色土混風化礫
0          1m

第17図 A区 1ト レンチ ピット1
平面図・断面図

1.灰緑色小礫混砂質土
2.地山 :濃茶色土混風化礫

0          1m

第18図 A区 1ト レンチ ピット2
平面図・断面図

24.20m

第19図 A区 1ト レンチ ピット3
平面図・断面図

風
濃
色
‥
０

黒
山
茶
地
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を除去後、地山面で検出した。直径0。34m、 深さ0.19mを 測り、

埋土は暗茶灰色土である。遺物はサヌカイト製石鏃、縄文土器、

弥生土器が出土した。弥生時代以降のビットである。

64はサヌカイト製の凹基無茎式石鏃で、先端部を欠損する。

65は晩期後葉の凸帯文土器の深鉢である。内傾する口縁で、外

面口縁下に凸帯を 1条施す。凸帯上および口縁端部に刻みを施

す。滋賀里Ⅳ式に該当する。

落ち込み(第 4023～ 29図 )
A区 1ト レンチの北端から2・ 3ト レンチの全面にわたる。

東西6.90m以上、南北44.00m以上、深さは最深部で1。90mを測

る。遺物は各層よリサヌカイト剥片、縄文時代から近代期まで

の土器が出土した。台地の東側が何度か崩落したものを、その

都度修復したものと思われ、最深層から近代期の遺物が出土し

ている為、最終の修復もその時期と思われる。一部に土留めと

思われる木杭が数本残っていた。

66～ 82は凹基無茎式石鏃である。70・ 71は基部の扶りが浅く、

66070～ 73・ 80～82は先端部を欠損する。83～91は平基無茎式

石鏃。87は全体的に丸みをもつ。85・ 88～ 90は先端部を欠損す

る。91は一部に原礫面をとどめる。いず

れもサヌカイト製である。92～ 94はスク

レイパーである。石材はいずれもサヌカ

イト製である。95096は敲石である。ど

ちらも砂岩製で、顕著な敲打痕が認めら

れる。

97～ 194は縄文土器で、97～ 106は中期

末から後期前葉と考えられる一群であ

せ
2

―

◎

一

■茶黒色礫混土 ｀
2.地山 :濃茶色土混風化礫

0          1m

第20図 A区 2ト レンチ ピット4

平面図・断面図

24.00m

2.地山 :濃茶色土混風化礫

魃 蟄
~l冬

る。97～ 99は口縁部を拡張し、端部に沈線を施す深鉢である。98は端部上面に沈線と短沈線

を施す。いずれも後期前葉のもので、四ツ池式に比定できる。100は縄文地に縦位の沈線を

施す深鉢胴部片で、北白川上層式1期に比定できようか。101は縄文LR地に縦位の蛇行沈線

と刺突を施す有文深鉢で、北白川上層式2～ 3期であろう。1020103は 櫛歯状工具で条線を

施すもので、102は口縁を肥厚し、肥厚部の外面に縄文RLを 施す。北白川上層式2期の特徴

を有する。104は波状口縁深鉢の突起部で、内外面に沈線を施す。関東の堀之内式系であろ

うか。105は縄文RL地に横位沈線を施すもので沈線幅の太さと、磨消縄文化していない点か

ら中期末の可能性が考えられよう。106は内屈する口縁で、口縁部を肥厚し、肥厚部に縄文

を施す。後期前葉であろうか。

64

―0        2cm

第22図 A区 3

lm

第21図 A区 3ト レンチ
平面図・断面図

ピット5

0              10Cm

トレンチ ピット5出土遺物
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/

第23図 A区 落ち込み 出土遺物

0                        5crn
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第24図 A区 落ち込み 出土遺物 (2)

107～ 124は後期中葉に位置づけられる一群である。107は 内屈する深鉢の口縁で、外面

に細い区画沈線を施し、沈線内に縄文を施す。後期中葉の一乗寺K式に比定で、きようか。

1080109は 注目土器で、108は口縁に突起を持つ。口縁部は隆起帯による楕円形区画内に沈

線を施し、沈線内に刺突を有する。ともに一乗寺K式から元住吉山 I式であろう。110～ 115

は「く」字状に内屈する口縁で、基本的に口縁端部は面取りする。111は沈線間に縄文LRを

施す。112は沈線の下に隆帯をもち、隆帯上に縄文RLを 施す。1160117は 外反する口縁で、

端部は面取りし、116の外面には縄文を施す。1180119は月同部片で、118は外面に沈線 2条を

施し、上の沈線の上方に貝殻背面圧痕による擬縄文、下の沈線の下部に刻みを加える。119

は沈線と縄文RLを施す。120～ 122は注口土器である。120は刻みをもつ隆帯と、その下に沈

線を施す頸胴部破片、121・ 122は沈線と爪形の刻みを施す胴部下半の破片である。これらは

元住吉山 I式に該当する。1230124は 内面口縁下に沈線と刻みを施す広口深鉢で、口縁端部

を面取りする。元住吉山 I式ないしⅡ式に比定できよう。

-17-
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第25図 A区 落ち込み 出土遺物(3)
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第27図 A区 落ち込み 出土遺物 (5)

125～ 153は後期後葉～末葉に属する。125は 内屈する浅鉢の口縁で、外面に凹線 4条 と、

凹線間に刻みを施す。126も 同様の文様構成をとる胴部である。ともに元住吉山Ⅱ式に比定

できる。

127～ 130は内面口縁下に沈線と刻みを施す、広国の深鉢ないし鉢である。1270128は外面

に凹線を施す点は元住吉山Ⅱ式の特徴であるが、口縁部を肥厚し、端部が丸みをもつなど、

宮滝式の特徴を有する。129。 130はタト面無文で、口縁は丸くおさめる。元住吉山Ⅱ式から宮

滝式にあたるが、129は 口縁を肥厚する点から宮滝式に含められよう。131・ 132は内面に沈

線を施す広国の深鉢で、刻みはみられない。131は内面に刺突を施す。宮滝式に含まれよう。

133～ 153は後期後葉の宮滝式で、落ち込み出土土器の主体を占める。134は内傾しながら

立ち上がり、日縁は強く外反する。口縁部は肥厚し、外面に凹線 3条を施す。135は頸部で

内屈し、日縁部が若干外反する深鉢である。外面に凹線 3条を施す。136～ 138は浅鉢であろう。

137は頸部で屈曲し、日縁は内彎する。これらは宮滝 1式に比定できよう。139は波状口縁の

深鉢で、日縁部は内傾する。口縁部外面と屈曲部に巻貝の扇状圧痕を施す。140～ 151は外反

口縁を基本とする。140～ 142は巻貝の扇状圧痕を施すもので、1400141は口縁に半円形の突

起をもつ。143・ 144は頸月同部の破片で、143は 2段の屈曲が認められる。147・ 149・ 150は口

縁下に凹線を1条施す。152は外に大きく開く器形で、浅鉢ないし鉢の可能性がある。153は

|:1::Fl::1:::1:l:II:::11::1'liゝ
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第28図 A区 落ち込み 出土遺物 (6)
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第29図 A区 落ち込み 出土遺物 (7)

頸部から内傾し、日縁は直に立ち上がる器形で、注目土器であろうか。

154～ 164は後期末葉から晩期中葉の一群である。154は口縁内側を肥厚し、若干外反する。

後期末葉の滋賀里 I式の浅鉢であろうか。155は斜行する沈線と綾杉状の細沈線を施し、木

葉状の文様を構成する。晩期初頭の滋賀里Ⅱ式併行の浅鉢の可能性が高いが、あまり見られ

ない文様である。156は口縁が若干外反する深鉢で、外面に条痕を施す。157は口縁が内側に

短く折れる浅鉢で、外面屈曲部に沈線を施す。ともに晩期前葉～中葉の滋賀里Ⅲa式に該当

する。1580159は 外反する口縁の深鉢で、日縁端部上端に刻みを施す。晩期中葉の篠原式に

比定できよう。1630164は 外面口縁下や頸部に半裁竹管による刺突を施すもので、瀬戸内地

域の原下層式や谷尻式、前池式に特徴的に認められる。

165～ 168は晩期後葉の凸帯文土器である。165・ 166は深鉢で、外面口縁下に凸帯を1条貼

魏 08
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り付け、刻みを施す。口縁は面取りし、端部に刻みを施す。167は外に開く器形の浅鉢で、

外面口縁下に凸帯を施す。凸帯上は刻みを施さない。これらは鬼塚期にあたり、従来の編年

の滋賀里Ⅳ式に比定できる。168は内傾する器形で、口縁に凸帯を 1条貼り付ける。凸帯上

は浅い刻みを施す。晩期終末の長原式に比定できよう。

169～ 186は無文土器で、大半は後期後葉の宮滝式に伴うものと思われる。169～ 171は頸部

で屈曲し口縁が内屈する深鉢である。169は 口縁端部を面取りし、170・ 171は端部を丸くお

さめる。172～ 176は外反口縁で、頸部がすぼまる器形の深鉢である。172～ 174は口縁端部を

面取りし、1750176は丸くおさめる。177～ 184は口縁が外にひらく深鉢である。177～ 182は

端部を面取りし、1830184は 丸くおさめる。177は内外面とも二枚貝条痕で、条痕原体の違

いから晩期前葉に降る可能性がある。1810182は口縁を肥厚する。179は外面に顕著な条痕

が認められる。185は口縁が内彎する器形で、浅鉢と考えられる。186は内傾する体部で頸部

から口縁にかけて直に立ち上がる。器形から注口土器と思われる。

187～ 194は底部片である。いずれも底面の中心部が凹むもので、宮滝式に伴うものであろ

う。

195～ 215は弥生土器で、195～ 197は壺の口縁部、198～ 215は壺または甕の底部である。い

ずれも弥生時代後期のものである。

216～219は土師器で、216・ 217は古墳時代中期の高杯で、216は稜線をもつ杯部である。

218は古墳時代前期の小型丸底の壺、219は甕である。

2200221は須恵器で220は杯身、225は把手付椀である。いずれも古墳時代中期のものであ

る。

222～225は磁器で、2220223は椀、224は湯呑み、225は盃である。江戸時代のものである。
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第30図

B区 (第 5・ 30図 )
トレンチは山中川の氾濫原にあたり、平成

5(1993)年の堤防完成までは水害の頻発地域

であつた。現況の高さはおよそT.P.+21.00

mである。
トレンチの基本層序は第 1層耕作土、第2

層淡灰茶色土、第 3層橙色粘土、第 4層黄橙

色砂混粘土の地山である。

遺物は第 2層から石器をはじめとする縄文

時代～近世期の遺物が出土した。

226は サヌカイト製の石器未成品、227～

229は弥生土器で、227は口縁部を欠く小壺、

228は外面に平行タタキが残る甕、229は高

杯の脚部である。すべて弥生時代後期のもの

である。230～ 233は磁器で、230・ 231は椀、

232は色絵の段重、223は瓶である。

第 3層 は耕作の畝跡で、遺物は出土しな

かったが、近世期の耕作層である。

遺構は土坑を1基、溝を1条、自然河川を

1条検出したが、 トレンチのほぼ全体が自然
河川であり、南端でわずかに肩を検出した。

河川埋没後に土坑5と 溝 1を構築している。

1:i「

~~1[::「

l~~~~~~~;,7′ 230
|  ~~~¬

‐

:::I:】

|~~~~~~~―
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1 232

0                     10crn

B区 第 2層 出土遺物

―

篭 劉

5 1.暗茶色礫混土
2.橙茶色砂(灰色砂混)
3.暗灰色粘質土(褐色粘土混)
4.灰色粘土(白黄色粘土・褐茶色粘土混)
5.地山 :黄橙色砂混粘土

0

第31図 B区 土坑 5平面図・断面図
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第32図 B区 土坑 5出土遺物

土坑 5(第 5031032図 )
自然河川埋没後に築かれた土

坑で、東西2.70m以上、南北3.00

m以上、深さ0.55mを 測る。埋

土は第 1層暗茶色礫混土、第2

層灰色砂混じりの橙茶色砂、第

3層褐色粘土混じりの暗灰色粘

質土、第4層白黄色粘土と褐茶

色粘土混じりの灰色粘土であ

234

0         2cm

る。

遺物は第 1層からサヌカイト剥片、弥生土器、第 3層からサヌカイト剥片、縄文土器、弥

生土器、炭、第4層から須恵器、製塩土器が出土したが、自然河川埋没後に築かれているた

め、近世期以降の土坑である。図化できたのは以下の遺物である。

234はサヌカイト製の二次加工剥片である。235は縄文土器で内面に細い沈線を施す広日の

深鉢で、端部は丸くおさめる。宮滝式である。

236・ 237は弥生土器で、236は外面に平行タタキのある甕底部、237は有稜高杯の杯部。い

ずれも弥生時代後期のものである。

溝 1(第 5図 )

自然河川埋没後に築かれたトレンチを横断する石組の溝で、長さ5。40m以上、幅0。70m、

深さ0.90mを測る。直径25cm程度の石が平らな面を内側に向け、整然と並べられていた。埋

土は上層が灰色粘土、下層が茶灰色砂混土である。

遺物は上層からサヌカイト剥片、縄文土器、弥生土器、土師器、土師質土器、陶器が出土

した。近世期以降の溝である。図示できる遺物はなかった。

自然河川(第 5033～ 46図 )

男里川の支流である山中川の旧河道と思われる。トレンチの南端で肩の一部を確認できた

が、B区の大部分が河川内である。多くの遺物が出土したが、台地上からの崩落または人為

的に廃棄されたものと推定される。地山面では長さ約2.50m、 幅1.40m、 高さ約0。40mで、直径

30cm程度の列石が 3段残存していた。欲 (エリ)の可能性も考えられるが、詳細は不明である。

Δ齊 碑靡 鯰
2゙40   0     2cm

-        238          
く
=ゝ
         239             ‐                    ~

22

ン 43

10cm

第33図 B区 自然河川第 1層 出土遺物
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埋土は河川の場所によって細かく分層できるが、大きく4層 に捉えた上で遺物の報告をす

る。

238～243は第 1層から出土した。238は平基無茎式石鏃で、平面形状は二等辺三角形状を

呈する。2390240は石錐である。ともにサヌカイト製である。2410242は須恵器で、241は

壺の口縁部、242は短頸壺。243は土師質小皿である。

244～379は第 2層から出土した。244は平基無茎式石鏃で、平面形状は二等辺三角形状を

呈する。245は石錐である。ともにサヌカイト製である。

246～ 255は縄文土器である。246は 内傾する口縁の深鉢で、外面に沈線 2条を施し、日縁
から沈線間と沈線から頸部屈曲部間に刻みを施す。口縁は小波状を呈する。元住吉山 I式に

比定できる。247は内面口縁下に沈線と刻みを施す広回の深鉢ないし鉢である。外面は条痕

を施し、日縁端部は面取りする。元住吉山Ⅱ式であろう。248は内面口縁下に沈線を施すもの。

口縁はやや肥厚し、端部は丸みをもつ。宮滝 1式に比定できよう。249は口縁下に刻目凸帯

を 1条施す深鉢である。口縁は丸くおさめ、端部には刻みを施す。滋賀里Ⅳ式と思われる。

250～253は無文土器の深鉢である。250は内傾口縁、2510252は外反口縁、253は外に開く

口縁である。254・ 255は底部で、いずれも底面が凹む。宮滝式に伴うものであろう。

256～371は弥生土器で、いずれも後期後半から終末期にあたる。

256～261は壺もしくは甕の蓋である。256は外面に平行タタキを施し内面はナデ調整、257

～259は内外面ともナデ調整、260は内外面ともハケロ調整、261は内外面ともナデ及びハケ

目調整である。

262～304は壺で、日頸部の形態によって数種類に分類される。262～284は広口壺である。

262～ 267は 口頸部が短く外反し、端部に面をもつ。268～272は口頸部が外反し、端部が垂下

して面をもつ。2680269は端面に竹管文を施す。270・ 271は端面に疑凹線を施し、270に は

円形浮文の剥離痕がある。273～284は 口頸部が上外方へ伸び、日縁部は外反する。273・ 274

は端面に円形浮文を貼り付けており、274は 円形浮文に竹管文を施している。

285～292は長頸壺で、2850286は筒状の大い頸部に、外反する広日の口縁がつく。287は

口頸部が外湾しながら上外方に伸びる。288～290はやや開きながら上方へ伸びる。2890290

は球形の体部に比べて頸部が長い。2910292は口縁部を欠くが長頸壺であろう。

293・ 294は二重口縁である。293は 口縁の外反度が増し、擬口縁との接合部がやや突帯状

に張り出す。294は口縁部を厚く仕上げている。

295・ 296は小型の壺で、体部の下方が張り出し、突出した底部がつく。295は口頸部は短く、

上外方に開く。

2970298は底体部、299～303は底部である。297～300の底部は突出しており、300は木葉

痕が残る。

304は球形の体部で絵記号文を描いているのが特徴的であるが、なにを表しているかは不

明である。

305～324は鉢である。305～313は 口縁部が上外方へ短く開き、外面に平行タタキ成形を残

すものと、ヘラミガキ調整を施したものがあるが313は手づくね。309～313は小型の鉢であ

る。314～324は分割成形手法による甕の体部下半をそのまま鉢にしたもので、外面は平行タ

タキ成形、内面はハケロ調整である。316～320は小型の鉢である。外面に平行タタキ成形が
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第34図 B区 自然河川第 2層 出土遺物 (1)
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第35図 B区 自然河川第 2層 出土遺物 (2)
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第36図 B区 自然河川第 2層 出土遺物 (3)
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第37図 B区 自然河川第 2層 出土遺物 (4)
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残り、内面はハケロ調整である。

325～330は有孔の鉢又は甕の底部である。底部に穿孔したもので、外面に平行タタキ成形

が残る。325～ 329は突出した底部に複数の小孔、330は平らな底部中央に円孔を穿つ。

331～354は甕である。外面は平行タタキ成形で、内面はハケロ調整である。口縁部は丸く

おさめるもの、少し屈曲するもの、受け口状口縁などがある。大きさは中型がほとんどだが、

350は大型である。354は小型の甕で、平行タタキを丁寧にナデ消ししている。

355～363は高杯である。355～361の杯部はやや丸みのある椀形で、日縁部は明瞭な稜をも

ち、外反して上外方へ伸びる。口縁部高が杯部高の2分の 1を 占める。362の杯部は形状的

には同じだが、杯部は小型で稜はゆるく、口縁部は外反しながら上方へ伸びる。363は杯部

に稜がなく椀形である。いずれも杯底の粘土充填が確認される。脚部は柱状部が下方に開が

りながら下った後、裾部はラッパ状に広がり、いずれにも複数の円形スカシを穿つ。

364・ 365は真蛸壺で、外面は平行タタキ成形が顕著に残る。364の 内面はナデ調整。365の

内面はハケロ調整で、底部には木葉痕がみられる。

366～371は製塩土器で、いずれも外面は平行タタキ成形。3660367は体部が外上方へ大き

く開く。脚部は円柱状を呈し、裾部が開くもので、366～369は中空で基部から下外方へ広が

る。3700371は実身で、裾部が広がる。

3720373は土師器である。372は杯。373は和泉型の土釜で、10世紀頃のもの。

374は土師質土器の真蛸壺。

375～377は須恵器。3750376は甕で、内外面とも指おさえが残る。377は高台のある壺底

部である。

378・ 379は ともに内黒の黒色土器である。378は椀で、10世紀のものである。379は鉢で

ある。

380～424は第 3層から出土した。380は石鏃である。下半を欠損するが、柳葉状を呈する

ものと思われる。

381～ 388は縄文土器である。381は波状口縁の深鉢で、波頂部は突起をもつ。外面は2段

の細い区画沈線内に貝殻背面圧痕による擬縄文を施す。元住吉山 I式に比定できる。382は

内面口縁下に沈線と刻みを施す広回の深鉢ないし鉢である。口縁部は肥厚せず、端部は丁寧

に面取りする点から、元住吉山Ⅱ式に該当しよう。383は内傾する口縁で、外面に細い沈線

を 1条施す。口縁端部は面取りする。元住吉山Ⅱ式から宮滝 1式であろうか。384は口縁に

刻目凸帯を施す深鉢である。凸帯は台形状を呈し、貼り付けのナデは丁寧である。晩期後葉

の船橋式に比定できる。

385～388は無文土器の深鉢で、385～ 387は 口縁部をやや肥厚する。3850386の口縁端部は

面取りし、387は丸くおさめ、388は先尖りである。いずれも後期に属すると思われ、多くは

宮滝式に伴うものであろう。

389～422は弥生土器で、後期から終末期のものである。3890390は壺もしくは甕の蓋で、

外面はナデ、内面はハケロ調整である。

391～400は広口壺である。391～394は口頸部が短く外反し、端部に面をもつ。3950396は

口頸部が外反し、日縁端部が垂下して面をもち、396は端面に竹管文を施す。397～400は口

縁部が上外方へ外反する。

-31-



‖|ロ

霧
晰
一一一一稀

％
多くヽ
び

一

酪 319

第38図 B区 自然河川第 2層 出土遺物 (5)
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第40図 B区 自然河川第 2層 出土遺物 (7)
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第41図 B区 自然河川第2層 出土遺物(8)
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第42図 B区 自然河川第 2層 出土遺物 (9)
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第44図 B区 自然河川第3層 出土遺物(1)
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第45図 B区 自然河川第 3層 出土遺物(2)
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第46図 B区 自然河川第 4層 出土遺物

401は二重口縁で、竹管文のある円形浮文を貼り付ける。

402・ 403は小型の壺で口頸部を欠く。403は蛸壺の可能性も考えられる。

404～407は鉢で、日縁部が上外方へ短く開く。外面に平行タタキ成形をそのまま残し、内

面はハケロ調整を施す。

408～415は甕である。口縁部を丸くおさめるもの、少し屈曲するもの、受け口状口縁など

がある。大きさは中型がほとんどだが、415は大型である。

416～419は高杯である。416～418は口縁部が明瞭な稜をもって外反して上外方へ伸びる。

419は杯部に稜がなく椀形を呈し、脚部は下外方に開く。

420～422は製塩土器の脚部で、外面は平行タタキ成形。4200421は脚柱部が中空の円柱状

を呈し、裾部は基部よりゆるやかに下外方に開く。422も脚柱部は中空だが、基部から外方
へ下った後、屈曲して下外方へ開く。

423・ 424は土師質土器である。423は 2つの孔を穿った有孔土錘で、重さは76gの完形品
である。424は甕である。

425～429は第 4層から出土した。425はサヌカイト製の楔形石器である。426は縄文土器の

深鉢である。内彎する器形で、外面に沈線文を施す。中期末葉～後期初頭であろう。

427～429は弥生土器で、427は壺または甕の底部、4280429は高杯である。428は脚部に円

形のスカシを四方に穿つ。

出土遺物から第 1層は近世期、第 2層は中世期、第 3層は平安時代、第4層は弥生時代で

ある。

０ ２Ｃ

一

（

-40-



第 4章  まとめ

今回報告した調査区は(財 )大阪府文化財調査研究センター(以下、センターと表記)の調査

区の東側に位置し、台地上のA区はセンター調査区の第 2区、北側の氾濫原であるB区は第

1区に隣接する。A区 とB区の標高差は約3.00mで ある。さらに調査の便宜上、A区を3つ

のトレンチに分割して調査を行つた。

A区の基本層序は第 1層耕作土、第 2層旧耕作土、第 3層淡黄茶灰色土、第4層濃茶色土

混風化礫の地山である。第 3層は 1ト レンチでのみ検出され、近世期の遺物が含まれている。

センターの調査でも包含層から大量の縄文土器が出土しているが、それ以降の時期の遺物も

ある程度出土している。

遺構は地山面で縄文時代後期の土坑 3基、ビット2基、弥生時代後期の遺物を含む土坑 1

基、ビット2基を検出した。落ち込みからは縄文時代中期末から晩期終末の縄文土器が多数

出土し、その多くを宮滝式の土器が占めていたものの、最下層からは近年の土留めに使われ

たと思われる木杭が検出され、近年まで崩落と修繕を繰り返し行っていたと思われる。

特筆すべきは、土坑 1と 土坑 3から骨片が出土したことである。土坑 3か らは獣骨に混じつ

て人骨が 8点出土し、内 1点は歯槽の一部であった。どちらも宮滝式の土器を主に含む縄文

時代の土坑である。人骨の出土から、土坑の性格は墓であることが想定されるが、詳細は不

明である。人骨及び獣骨は、すべて焼成を受けているものであった。

センターの調査では、縄文時代後期から晩期を中心とする土坑が約300基検出されている

が、人骨片の出土は皆無である。埋土の残存脂肪分析では、動物由来のコレステロールが残

存しているようであるが、それがヒトなのか、イノシシやシカなのかは識別できなかった。

B区の基本層序は第 1層耕作土、第2層淡灰茶色土、第 3層橙色粘土、第4層黄橙色砂混

粘土の地山である。包含層はすべて近世期の遺物を伴うものである。地山面で土坑 1基、自

然河川 1条を検出した。土坑は近世期以降のものである。自然河川は弥生時代後期から終末

期の遺物を最下層に含んでおり、河川底では人頭大の石を3段に並べた施設を検出し、飲の

可能性が考えられる。その後、近世期に埋没し、耕作が行われたようである。

以上の結果は、センターの調査で得られたものに沿うもので、縄文時代から続く土地利用

の過程の一端を本調査においても捉えることができた。

向出遺跡は調査を重ねていくことにより、その成果も着々と増えつつある。今後も調査を

継続していく上で、当遺跡の様相についてより深く検討を加え、保存と活用に繋がる事業を

推し進めていくことで、遺跡の重要性が広く周知されることを望む。
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表察観物遺
押凶誉号
脅物番号
トレンチNQ 出土地点 層位

類

粒

種

器
計測値
(cm)

手 法 胎   土 焼成 色  調 備 考

帰 b凶
1 駆レ 淡黄茶灰色土

サヌカイ
石鏃

∞

％

η

長
幅
存
存
残
残

厚
先端欠損

駆
レ

殊〕6増
淡黄茶灰色土

織又■番

鉢

脚

一

品仔
径
残
口

ソトIIll 国稼上珊部  洗廠及ひ狙λ嶽
口縁部 ナデ 沈線

内面 ナデ
(細砂粒含む)

艮好 外
内

断

有文

2ト レンチ淡黄茶灰色土 鉢

脚

一

働仔

径

鷺

口 内面 ナデ (砂粒含む)

員好 η
内

断
橙色

百文

lト レンチ淡黄茶灰色土 深鉢

残存高  470
口径    ―

向
面
外
内
巻貝条反
ナデ (細砂粒・雲母含む)

艮好 吟
内

晰
淡茶色

晋文

トレンチ1 淡黄茶灰色土 椀 復元口径 14" 体部 指オサエ
ヘラミガキ内面

艮好 ル
内

晰

6 l

A区
トレンチ

土現 l

黒色土 (炭化物混)

サヌカイ
石鏃

∞

”

％

長
幅

回

武蚤蕪さ

形

Ш

一
π

7 駆レ
土現 l

黒色土 (炭化物混)

サヌカイ

石鏃

め
９５

小

長
幅

厘

入蚤＝さ

形

凹

碁
π

駆
レ

土坑 1

黒色土 (炭化物混)

ヌ
鏃

サ

石

∞

∞

“

長存残

幅

厚

凹番無皇式
先端欠損

A区
1ト レンチ

土坑 1
黒色土 (炭化物混)

サヌカイト
石鏃

残存長  115
幅    180
厚    025

凹丞無圭天

先端欠損

A区
1ト レンチ

土坑 1

黒色土 (炭化物混)

サヌカイト
石銀

９５
∞

％

長
幅
ロ

凹基無茎式
完形

11 駆レ
土坑 1

黒色土 (炭化物混)

サヌカイト
石鏃

∞

”

節

長
幅

匿

凹基無茎式
完形

駆レ
土坑 1

黒色土 (炭化物混)

サヌカイト
石鏃

測
”

“

幅存
長
残

匠

lJ基‖圭天
基部欠損

駆レ
土坑 1

黒色土 (炭化物混)

サヌカイ
石鏃

ω
５５

ｍ

掟
幅

回
完形

駆レ
土現 l

黒色土 (炭化物混)

サヌカイ

石鏃

櫛

０５

“

長
幅
存
存
残
残

厘
先端欠損

駆レ
土坑 l

黒色土 (炭化物混)

サヌカイト
スクレイパー

Ю

∞
ｍ

長
幅
日

A区
1ト レンチ 黒色土 (炭化物混)

サメカイト
スクレイパー

測
‐５
Ю

長
幅

厚

17

A区
1ト レンチ

土坑 l
黒色土 (炭化物混)

サヌカイト
スクレイパー

“

Ю
ｍ

長
幅
存
存
残
残
ロ

A区
1ト レンチ

土坑 l

黒色土 (炭化物混) 深鉢 復元口径 46∝
外向 ナデ 凹繰
内面 ナデ

直押巻員扇状 l■痕

(細砂粒 雲母含む)
良好

内 淡茶褐色 突起付外反平縁

駆
レ1

土抗 l

黒色土 (炭化物混) 深鉢

残存高  8∝
復元口径 438C

外国 巻貝条・F■後ナデ 世lllR ttIF巻 只扇状L捩
内面 巻貝条痕後ナデ (砂粒含む)

町にくfl'チ 外
内

断
黒灰褐色 突起付内傾平縁

A区
1ト レンチ

上現 l

黒色土 (炭化物混 )

縄又土器

深鉢

残存両  740
復元口径 3040

向
面
外
内
ナデ
ミガキ
凹隷 街

(細砂粒 雲母含む)
艮lf・ 外

内

鮮
暗茶褐色 外反口縁

外面・内面口縁部に黒斑

駆レ
土坑 1

黒色土 (炭化物混)
縄文土器
深鉢

残存高  5∞
口径    ―

外面 ナデ 凹線
内面 ナデ (砂粒含む)

良好 外
内

断

暗茶褐色

暗灰茶褐色
有又

外反口縁

A区
1ト レンチ 黒色土 (炭化物混) 深鉢 口径    ―

画
面
外
内
ナデ 凹線
ミガキ (細砂粒・雲母含む)

艮好 空
肉
晰

縁
又
反
相
外

第9図
23

A区
トレンチ1

土坑 1

黒色土 (炭化物混)

縄文土器

深鉢

∞

一

高存
径
残

口
外面 頸部 ミガキ 凹線 直押巻貝扇状圧痕
体部 ナデ

内面 ナデ ミガキ

ママ租

(砂粒含む)

良好 外

内

脈

淡黄褐色

暗茶褐色
有文

A区
1ト レンチ

土坑 1

黒色土 (炭化物混) 鉢又は浅鉢
測

一

局仔
径
残
口

外向 ナデ 凹ila
内面 ナデ (砂粒含む)

映く良好

色

色
　

灰

余

ク
茶

外
内

断

縁
又
反
有
外

A区
1ト レンチ

土坑 1

黒色土 (炭化物混)

縄文土器

浅鉢

残存高

復元口径

∞

”
外面 口縁部～頸部 凹線 直押巻貝扇状圧痕
体部 ナデ

内而 ミガキ

密

(細砂粒含む)

やや軟 外
内

断

淡黄茶褐色
黄灰褐色

有又

波状口縁

A区
lト レンチ

土坑 1

黒色土 (炭化物混) 深鉢

測

一

局仔
径
残
口

回
面
外
内 巻貝条痕 (砂粒含む)

良好 外

内

断

‖又

内傾口縁

27 1ト レンチ黒色土 (炭化物混) 深鉢 復元口径
了
”

囲

面

外

内 巻貝条痕後ナデ (小石・砂粒含む)
良妊 外

内

断
外反口縁

28

A区
トレンチ1

土坑 1
黒色土 (炭化物混)

縄文土器
深鉢

残存高  690
復元口径 2540

面

面

外

内
巻貝条痕後ナデ
ナデ

密
(砂粒含む)

良好 外
内

晰

淡日茶色

外反口縁

29 1ト レンチ黒色土 (炭化物混) 深鉢 口径

国
面
外
内 巻貝条痕後ナデ (小石・砂粒含む)

員 lf・ 外
内

断
明橙色
沐白屁f●

外反口縁

30

A区
lト レンチ

土坑 1

黒色土 (炭化物混)

縄文土器

深鉢
残存高
口径

31Xl 面
面
外
内
巻貝条痕後ナデ
ナデ

密
(砂粒含む)

良好 外

内

断

淡白茶褐色 無又

外反口縁

A区
1ト レンチ

土坑 1

黒色土 (炭化物混)

灘又■器

深鉢

残存高
復元口径

∞

Ю

デ

デ

面

面

外

内 (砂粒多く含む)
良好 外

内

断

暗茶褐色
淡橙色

無 又

外反口縁

1ト レンチ 黒色土 (炭化物混) 深鉢 復元口径

脚
Ю
回
面
外
内 巻貝条痕後ナデ (小石・砂粒含む)

破 く艮好 色

色

綺

褐

頁

責

“

氷

黒

灰

外

内

晰

熙文
71・反口縁

A区
1ト レンチ

土坑 1

黒色土 (炭化物混)
縄又■番

鉢

残存高
口径

画

面

外
内
巻貝条痕後ナデ

巻貝条痕後ナデ (砂粒含む)
良好 外 黒褐色

内  ″
井 又

駆
レ
土坑 1
黒色土 (炭化物混)

縄文土器

鉢

残存高
口径

320 外面 ナデ
内面 巻貝条痕後ナデ

密
(砂粒含む)

良好 暗

″

″

外

内

断

茶褐色 無文

A区
トレンチ1

土坑 1

黒色土 (炭化物混)

織又■番

鉢

残存高

復元底径

７０

４０

外面 体部 巻貝条痕後ナデ
底部 ケズリ ナデ

内面 義貝条痕後ナデ

省

(砂粒含む)
やや軟 外

内

断

噌亦褐色

暗茶褐色
にぶい精色

凹み底

第n図
36 駆レ

土坑2

淡灰茶色土
(マ ンガン混)

縄X■器
浅鉢

残存高
口径

180 面
面
外
内
巻貝条痕後ナデ
巻貝条痕後ナデ

線

線

凹

沈
密
(砂粒含む)

良好 外

内

晰

暗黄茶褐色
暗茶褐色
陪 灰缶

縁

文

反

有

外
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遺物番号
トレンチNQ 出土地点・層位

類
種
種

器
言「測値

(cm)
手 法 胎 土 焼成 色  調 備 考

第13図
37

A区
2ト レンチ 黒色土 (炭化物混)

サヌカイ

石鏃

残存長
幅

肥睡 無茎式

先端欠損

38

Alム

2ト レンチ
土坑3

黒色土 (炭化物混)

サヌカイト
石鏃

長

幅

厚

凹基無茎式
ほぼ完形

39

A区
2ト レンチ 黒色土 (炭化物混)

サヌカイ

石鏃

残存長

幅
1菫

ほぼ完形

A区
2ト レンチ黒色土 (炭化物混)

片岩

切目石鍾

残存長

残存幅
残存厚

人半欠損

A区
2ト レンチ

土抗3

黒色土 (炭化物混)

縄文土器
深鉢

残π高

復元口径

∞

Ю
外面 条jFt後 ナデ LI繰  粘上III巻 只扇状圧反
内面 ナデ

密
(砂粒含む)

良好 外

内

断

石文

突起付外反平縁

駆
レ 黒色土 (炭化物混)

縄文土器

深鉢

残存高

復元口径

‐９
“
外面 巻貝条痕 凹線 粘土III巻貝扇状L榎
内面 巻貝条痕後ナデ

瞥

(砂粒 雲母含む)

良好 外
内

断

有文

突起付外反波状口縁

A区
2ト レンチ 黒色土 (炭化物混) 深鉢

残存高
口径

8511 画

面

外
内
巻貝条痕後ナデ 凹線
巻貝条痕後ナデ

警

(砂粒含む)
良好 外

内

晰
黄茶褐色

有文

外反口縁

A区
2ト レンチ

土抗3

黒色土 (炭化物混)

縄文±23
深鉢

残存高
復元口径

画
面
外
内
ナデ 世I級
ナデ

騰

(砂粒 赤色マンガ
ン粒含む)

良好 外
内

晰

暗灰不色

,本 |ヨ本褐

“

有文
外反口縁

A区
2ト レンチ

土坑 3

黒色土 (炭化物混) 深鉢 復元口径

Ｗ
∞
外面 ナデ 凹線
内面 ナデ

晉

(砂粒含む)

良好 外

内

断

暗茶褐色

淡橙褐色 外反口縁

A区
2ト レンチ黒色土 (炭化物混) 鉢又は注目

残存高

復元口径

外面 ナデ 凹繰
内面 ナデ

直押巻貝扇状圧痰 良好 外

内

脈

有文

突起付外反平縁

第14図

47 2ト レンチ
土 ryt 3

黒色土 (炭化物混)
縄文土器
浅鉢

残存高  710
復元口径 3900

面
面
外
内
巻貝条痕後ナデ 凹線 粘土貼巻貝扇状圧痕
口縁部 ナデ 凹線 巻貝殻頂刺突
僚獣  基 目各府

(砂粒含む)
艮 好 外

内

晰

囁茶褐色 有文
突起付外反平縁

48

AI基

2ト レンチ
土坑3

黒色土 (炭化物混)

縄文土器

浅鉢
測

一

品仔
径
残
口

外lll 条沢 凹標
内面 巻貝条痕後ナデ 沈線 (砂粒含む)

艮好 外
内

断

黒褐色

暗茶灰色

有又

外反口縁

A区
2ト レンチ

土坑3

黒色土 (炭化物混) 深鉢

残存高  1410
復元口径 3160

外面 口縁部 ナデ
体部 巻貝条痕
巻貝条痕後ナデ内面

晉

(小石・砂粒含む)

Fl好 外
内

晰

次 日介 色 無文
内屈口縁

A区
2ト レンチ 黒色土 (炭化物混)

縄文土器

深鉢

威仔昌
口径

外面 条痕後ナデ
内面 条痕後ナデ

密
(砂粒含む)

良好 外
内

断

無文
内屈口縁

A IX

2ト レンチ
土坑3

黒色土 (炭化物混)

縄又上器

深鉢

践仔品   ι30
口径    ―

デ

デ

画

面

外
内

管

(砂粒含む)

良好 外
内

断

にぶい種色

淡白茶灰色
i炎 白茶色

無文
内屈口縁

駆レ
土坑 3

黒色土 (炭化物混) 深鉢 口径

画

面

外

内
条痕後ナデ
ナデ (砂粒含む)

良好 外

内

脈

乳白茶色 共又

内屈口縁

53

A区
2ト レンチ 黒色土 (炭化物混) 深鉢

残存高

復元口径

∞

“

５

”

部

　

キ

縁

部

ガ

ロ
体

ミ

画

　

面

ミガキ
ケズリ

密 良好 外
内

断 にぶい栂色

無文
内屈口縁
外面頸部に煤付蒲

54

A区
2ト レンチ

土坑3
黒色土 (炭化物混)

瀧X土番
深鉢 口径

外ml ナデ
内面 ナデ (砂粒含む)

良好 外 浚日茶色
内  ク

無文
外反口縁

55

A区
2ト レンチ 黒色土 (炭化物混)

縄文土器
深鉢

残存高  2260
復元口径 3080

外面 巻員条長
内面 摩減のため調整不明 (砂粒含む)

良好

内  ″ 外反口縁

56

A IX

2ト レンチ
土坑3
黒色土 (炭化物混)

Fll文 土器
深鉢 復元口径

■

∝

画
面
外
内
剥離のため訓竪4ヽ明
ナデ (小石・砂粒含む)

艮好 外
内

断

淡日茶色

淡白精缶

‖又
外反口縁

A区
2ト レンチ

土坑 3

黒色土 (炭化物混) 深鉢

残存高  350
口径    ―

デ

デ

面

面

外

内
密 良好 色

　
缶

種
色

圧

浚
灰

白

外
内

断

無文
外反口縁

58 2ト レンチ
土現3

黒色土 (炭化物混)

縄文上器

深鉢

ＵＵ

一

仔
径
残

口

外山

内面

デ

デ (砂粒含む)

員好 外
内

断

貢黒褐色

黒褐色
暗 l■

“

熙X
外反口縁

第15図
59

A区
2ト レンチ

土坑3

黒色土 (炭化物混) 深鉢 復元口径

外面 口縁部 巻貝条痕 密

(砂粒含む)

良好 外

内

断

黒褐色

淡白茶褐色
‖又
外反口縁

60 駆レ
土抗3

黒色土 (炭化物混) 深鉢

残fF高

復元口径

画

面

外

内
巻貝条痕
巻貝条痕

警

(砂粒含む)

良好 外

内

晰
外反口緑

A区
2ト レンチ 黒色土 (炭化物混)

縄文土器

深鉢

残存高
口径

300 画
面

外
内
巷員条痕

巻貝条痕

密

(砂粒含む)

良好 外
内
断
白茶褐色
暗茶褐色

無文
外反口縁

A区
2ト レンチ

上坑3

黒色土 (炭化物混) 鉢

器高
復元口径

痕

痕

条

条

貝

貝

巻

巻

面

面

外

内
良好 外

内

晰

暗茶褐色 又
縁
絆
平

A区
2ト レンチ

土抗 3

黒色土 (炭化物混)

縄文土器

鉢

残71高

復元底径

∞
００
外山 体罰S 巻貝条振
底部 ケズリ
魔滅のため調整不明内面

やや粗

(小石・砂粒含む)

員好

内 暗茶褐色
無又
凹み底

ク
“

A区
3ト レンチ

ビット5
著茶灰色土

サヌカ
石鏃

践存長  175
幅    245
草    040

先端欠損

A区
3ト レンチ

ビット5

暗茶灰色土 深鉢

残存高
口径 外面 貼付凸帯 D字刻

内面 剥離のため調整不明

壼

(砂粒・雲母含む)

良好 外
内

晰 里 屁拙

“

世1帝文
内傾口縁

第る図
66

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗灰茶色礫混土

サヌカイ
石鏃

ω

８５

ｍ

長

幅

仔

存

残

残

Ｅ

l』基無茎式
先端 基部欠損

A区
3ト レンチ

み込
土
ろ
色
洛
茶

サヌカイ
石鏃

側
ｍ
ｍ

存
長
残

厘

基部欠損

68

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土

サヌカイト
石鏃

長
幅
存
存
残
残

障

式茎
損
無
営
人

番

部

凹

基

3ト レンチ
落ち込み
黒茶色土

サヌカイト
石鏃 幅存

長
残

口

IJ番無生式

基部欠損

駆
レ

落ち込み

茶色土

サヌカイト
石鏃

長
幅
π
存
残
残

匠

凹基無茎式

先端欠損

71

A区
3ト レンチ 暗茶色小礫混土

サヌカイ

石鏃

長

幅

存

存

残

残

隠

先端欠損

駆
レ

落ち込み

茶色土

サヌカイト
石鏃

長存残
幅

厚

凹基無茎式
先端欠損

A区
3ト レンチ 暗茶色粘質土

サヌカイト
石鏃

残存長
残存幅
厚

凹丞無豊式
先端・基部欠損
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庫区l誉サ
in物番号
トレンチNQ 出土地点 層位 烈

種
租
器 (cm)

手 法 胎 土 焼成 色  調 備 考

凶ん
７４
弟 A区

3ト レンチ 黒茶色土
サヌカイト
石鏃

長存残

幅

鳳

21[

lχ ほぼ完形

A区
3ト レンチ 暗灰茶色礫混土

サヌカイ
石鏃 残存幅  14〔

凹基無茎式
基部欠損

A区
3ト レンチ 暗茶色風化礫混土

すヌカイ

石鏃
長

残存幅
匿

駈

変

γ

凹渉 ‖ 豊 天

基部欠損

A区
2ト レンチ

落ち込み サヌカイ
石鏃

ω
７５

４０

贅
幅
厘

Ш基♯圭天
ほぼ完形

A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色土

サヌカイト
石鏃

長
幅

Ｅ

Ш量共蚤天
ほぼ完形

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土

サヌカイト
石鏃

残存長

幅
厚

∞

４５
ｍ

ほぼ完形

枢レ
落ち込み サヌカイト

石鏃

７０

”

３５

長存残

幅

厚
先端欠損

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土

サヌカイト
石鏃

∞

３０

ｍ

長存残

幅

厚
先端欠槙

2ト レンチ
サヌカイト
石鏃

ｍ

５５

％

長

幅

存
存
残

残

隠
先端欠損

3ト レンチ 茶色土
サヌカイ

石鏃

９５
∞

ｍ

長
幅

Ｅ

平基無茎式
完形

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土

サヌカイト
石鏃

測

４０

∞

長存残
幅

厚

平基無茎式
ほぼ完形

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土

サヌカイト
石鏃

１０

％
”

長存残
幅
厚

先端欠損

A区
3ト レンチ 淡白緑色砂

ヌ
鏃

サ

石
９０
∞

ｍ

長
幅
回

完形

A区
3ト レンチ黒茶色土

サヌカイト
石鏃

測
”

ｍ
ほぼ完形

88

A区
3ト レンチ暗灰茶色礫混土

サヌカイ
石鏃 幅

ん
７０

％

半丞I豊式
先端欠損

A区
3ト レンチ

洛ろ込み

茶色土

サヌカイ

石鏃 残存幅
厚

幻
∞

Ю

平基無茎式

先端欠損

90

A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色土

サヌカイト
石鏃

残存長
残存幅

”
７５
ｍ

先端・基部欠損

A区
3ト レンチ 茶色土

サヌカイト
石鏃 幅

厘

め
∞

ｍ
未成品

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土

サヌカイト
スクレイパー

残存長  175
残存幅  385
厚 120

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土

サヌカイト
スクレイパー

長

残存幅  71Xl

A区
3ト レンチ淡白緑色砂

サヌカイト
スクレイパー

掟
幅

厘

殊〕Z4凶

95 駆レ
落ち込み

暗灰茶色礫混士
村l泉り君

敵石

長
幅

Ｅ

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗茶色粘質土
和泉砂岩
敵石

長

幅

厚

97

A区
2ト レンチ

落ち込み 縄文土器
深鉢 復元口径 38∝

口縁上面 沈線 穿孔
外面 巻貝条痕後ナデ
内面 ナデ

管

(砂粒・雲母含む)

艮好 外
内

断
波状口縁

2ト レンチ
洛ち込み

深鉢 口径    一 外面 ナデ
内面 ナデ

献九

文

粒

縄

様

線
λ
凹 (砂粒含む)

良好 外

内

晰

淡茶白色
淡茶白灰色

百又

A区
2ト レンチ

落ち込み 縄文土器
深鉢

残存凸

口径

口縁上面 沈線
外面 巻貝条痕後ナデ 縦位凹線 縄文
内面 ナデ

(砂粒 雲母含む)
艮好 外

内

断 暗茶褐色

有文

3ト レンチ 茶色風化礫混土 深鉢

残存高   5灰
内面 ケズリ (砂粒含む)

良好
色
色
白

缶

灰
灰

褐

茶
茶

本

浚
淡

賠

外
内

晰

有又

A区
3ト レンチ

洛 ら込 み

暗茶色粘質土
縄文土器
深鉢

残存高  6“ 外lgl 縄又LR ttfr沈 隷 巻貝殻政禾り突
内面 摩減のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

良好 外

内

断
淡茶灰色

有文

3ト レンチ
落ち込み

暗黒茶色土 鉢 口径    ―
外面 縄文RL 条線文
内面 ナデ

密

(砂粒含む)
良好 外

内

晰 暗 灰 掲 缶

有文

A区
3ト レンチ 黒茶色土 鉢

残存高   35C 田
面
外
内 ナデ (砂粒含む)

良好 外
内

断

にぶい橙色

暗本灰掲色

有文

104 駆レ
洛ら込み

茶色風化礫混土

縄文土器

深鉢

残存高
口径

タトにコ 洗嶽 "J突
内面 沈線

やや粗
(砂粒含む)

良好 外
内

晰

にぶい橙色 有又

波状口縁

A区
3ト レンチ茶色土

縄文土器

鉢

残存高  460 画
面

外

内
縄文RL 横位沈線
ナデ

やや粗
(砂粒含む)

良好 外

内

晰
淡茶灰白色

有 文

駆
レ 暗黒茶色土

縄文土器
鉢

残存高  280
口径    ―

固
面
外
内
織又

摩滅のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

良好 外
内

断 黒色

縁
又
屈
有
内

2ト レンチ
洛ち込み

深鉢 口径

外rll ナデ lX回沈線 縄文
内面 ナデ (砂粒・雲母含む)

良好 外

内

断

有文
内屈口縁

A区
3ト レンチ 暗灰茶色礫混土 注目

残存高
復元口径

７０
∞
外面 隆起帯 沈線 刺突
内面 ナデ (砂粒含む)

艮好 外

内

脈
にぶい橙色 突起付平縁

lC19

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗茶色粘質土

縄又土器
注口

残存高  580 手づくね
(細砂粒含む)

良好 外
内

断

にぶい橙色

淡灰橙色

注目部のみ

A区
3ト レンチ

洛ち込み

暗灰茶色礫混土 鉢 口径 内面 巻貝条痕 (雲母含む)

良妊 外

内

脈

有 又

内屈口縁
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遺物番号
トレンチM 出土地点・層位 類

種

種

器
計汲1値

(cm)
手 法 胎 土 焼成 色  調 側 考

功:Zb凶

111

A区
3ト レンチ暗灰茶色礫混土 鉢

残存両  180
口径    ―

激
デ
死
ナ

回
面
外
内

穐 又 LК

(砂粒含む)

良好 外

内

断

淡白灰色

暗灰褐色

41又

内屈口縁

A区
2ト レンチ

落ち込み 織又土器

鉢

Ｗ

一

日存
径
残
口

外面 ナデ 沈線 隆帯 縄文RL
内面 ナデ

密

(細砂粒含む)

良好 外
内

晰

暗茶自色 有文
内屈口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗黒茶色土 鉢

品仔
径
残
口

外El 沈隷 俎洗激
内面 摩減のため調整不明 (砂粒含む)

良好 外

内

晰 里

“

石又
内屈口縁

駆レ 暗灰茶色礫混土 鉢

残存両  260
口径    一

外面 ナデ
内面 巻貝条痕後ナデ

密

(細砂粒含む)

良好 外
内
断

黄褐色

淡橙色

石又

内屈口縁

3ト レンチ
落ち込み

暗灰茶色礫混土

縄又上器

鉢

残存高  2
口径

外山 摩減のため調整4ヽ明
内面 摩滅のため調整不明

出

(細砂粒含む)
良好 外

内

断
暗灰色

石文

内屈口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗茶色粘質土

穐 X主 番
鉢

残仔 品   Z bt
口径    ―

タト向 縄文
内面 巻貝条痕後ナデ

やや粗
(砂粒含む)

良好 外

内

断
暗灰茶色

石又

外反口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗茶色粘質土

織 X■番
鉢 口径

外山

内面

デ

デ

愴

(砂粒含む)
艮好 外

内

断
橙色

外反口縁

駆
レ
落ち込み
暗茶色粘質土

穐X■番
鉢

残存高   33( 外lll 沈線 貝殿肯酬■tt R亥リ
内面 康減のため調整不明

ややlm

(砂粒含む)
民好 外

内

断
黒褐色

有文

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗灰茶色礫混土 鉢

残存高   4∝ 外山 巻員条反後ナデ 沈激 縄又RL
内面 巻貝条痕

鮨

(細砂粒含む)
良好 外

内

断

にぶい黄橙色

暗茶灰褐色

有文

120 駆レ
落ち込み

暗灰茶色礫混土 注口

残存高   511k 外向 ミガキ 隆帝 沈激 し亥り
内面 ミガキ (細砂粒含む)

員好 外

内

晰 里 掲缶

有文

駆レ
落ち込み

暗灰茶色礫混土 注口

残存高   34( 外面 沈線 爪形刻
内面 摩滅のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

艮妊 外
内

断

種褐色
暗黄褐色

有文

A区
3ト レンチ

洛ち込み

茶色風化礫混土

租又■器

注目

残存高   35( 外山 ナデ 沈繰 八JF//亥リ
内面 巻貝条痕後ナデ

僣

(細砂粒含む)
良好 外

内

晰
暗黄褐色

有文

駆レ
落ち込み

暗茶色粘質土 深鉢

震存両  4
口径 刻

デ
ｍ
藤

ナ

沈

面

面

外

内 巻貝条痕後ナデ

やや粗 艮好 外
内

断

暗茶褐色
暗黄茶褐色

又
口
石
広

肥レ
落ち込み

黒茶色土
織又上益
深鉢 口径

外lll ナデ

内面 沈線 L刻  ナデ
瞥

(砂粒含む)

良好 外

内

断
暗黄褐色

又
口
相
広

第26図
1% 駆レ

落ち込み
茶色風化礫混土

織又上番

浅鉢 口径

外山 ナデ l」隷 L亥り
内面 ナデ

瞥

(細砂粒含む)
良 lf・ 外

内

晰
淡茶灰色
鱚本

「

缶

有又
内屈口縁

駆
レ

落ち込み

茶色風化礫混土 鉢

残存高   350 外国 ナデ LI激  し亥り
内面 巻貝条痕後ナデ (砂粒含む)

良好 外

内

晰
黒褐色
暗本 lπ掲

“

有文

127

A区
3ト レンチ黒茶色土

縄文土器

鉢又は深鉢

残存高
口径

外面 ナデ 凹線
内面 ナデ 沈線 R刻

密

(細砂粒含む)

良好 外
内

断

茶黄褐色

暗茶褐色

又

口

有
広

128

A区
3ト レンチ茶色風化礫混土

縄又土器

鉢又は深鉢

残存高
口径

2611 線

線

凹

沈

デ

デ

画

面

外

内
警

(砂粒含む)

良好 外 淡茶灰色
内  ″

又
口
有
広

129

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗茶色粘質土 鉢又は深鉢 復元口径 内面 巻貝条痕後ナデ 沈線 L刻 (細砂粒含む)

EL好 外
内

晰
黄黒褐色

又
口
石
広

130

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土 鉢又は深鉢 口径

外国 ナデ
内面 ナデ 沈線 L刻

やや狙

(砂粒 雲母含む)
員好 外

内

脈

llr貰飛褐色
黒褐色

又

口

石
広

3ト レンチ
洛ち込み

茶色風化礫混土

縄文土器
深鉢

残存高
口径

画
面
外
内
巻員条痕後ナデ

巻貝条痕後ナデ 沈線 刺突
密

(砂粒含む)

良好 外
内

断
黄灰褐色
灰橙色

又
口
有
広

A区
3ト レンチ 暗黒茶色土 深鉢 口径

外面 ナデ
内面 ナデ 沈線 (砂粒含む)

良好 外

内

脈

淡茶灰色 石又

広口

A区
3ト レンチ

洛 ら込 み

暗茶色粘質土
縄文土器
深鉢

”

一

品仔
径
残
口

外lal ナデ 世l綴
内面 ナデ (砂粒含む)

艮好 外
内

断
淡黄褐色
淡黄白灰色

又

口

有
広

134

A区
3ト レンチ 暗灰茶色礫混土 深鉢

”

一

尚仔

径
残
口

外面 ナデ 凹線
内面 ナデ (細砂粒含む)

外

内

断

黄灰褐色

淡灰黄色

有又
外反口縁

135 駆レ 暗灰茶色礫混土 深鉢

曖存両  47U
口径    ―

回
面
外
内
凹隷

摩減のため調整不明 (砂粒含む)

良 外

内

断

淡橙色

淡橙白色

有又

外反口縁

136

A区
3ト レンチ暗灰茶色礫混止

縄文土器

浅鉢

践仔局

口径

外面 凹ilk
内面 巻貝条痕後ナデ

壼

(細砂粒含む)

良好 外

内

断

黒貫褐色

黒色

有文

A IX

3ト レンチ
落ち込み
暗灰茶色礫混土

穐又i益
浅鉢 復元口径

測

∞
外血 Ll様
内面 巻貝条痕後ナデ (砂粒含む)

良好 外

内

断
淡橙灰色

有文
内彎口縁

138 駆レ 淡白緑色砂 浅鉢

残存高   4
口径

画
面
外
内
ナデ 凹線
ナデ ミガキ

員好 外
内
断

淡 茶褐 色 有文

139 2ト レンチ
落ち込み

深鉢

残存高
口径

4511 デ

デ

山
面
外
内

直押巻貝扇状 l■猥

(細砂粒含む)

良好 外

内

脈
暗灰茶褐色 波状口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗黒茶色土
縄文土器

深鉢

残存高
口径

外面 巻貝条痕後ナデ 凹線 粘土貼巻貝扇状圧痕
内面 巻貝条痕後ナデ

警

(砂粒含む)

良好 外

内

断
暗責茶褐色 突起付外反平縁

駆レ
み込

土

ち

色

落

茶 深鉢 口径

外面 ナデ 凹線 粘土貼巻貝扇状圧痕
内面 板ナデ (細砂粒含む)

良 外
内
断

にぶい種色 有文
突起付外反平縁

A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色風化礫混土

縄文土器

深鉢

残存高
口径

3" 外面 巻貝条痕後ナデ |』線 直押巻貝扇状圧痕
内面 巻貝条痕後ナデ

密
(砂粒含む)

良好 フト 噌褐灰色
内 淡橙褐色
断 里掲任

イ1又

外反口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土

縄文土器
深鉢

残存高  57C 外向 ナデ 凹線
内面 ナデ

密
(砂粒含む)

良好 じ
色
働
褐
余
颯
漏
ク

外
内

断

有文

AI茎

3ト レンチ
落ち込み

茶色風化礫混土
縄文土器
深鉢

残存高   43( 外強| ナデ Ll線
内面 ナデ

警

(砂粒含む)

良好 外
内

晰

淡茶灰色

暗黄褐色

有文

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
縄文土器
深鉢

践存高   60( 線デ

デ

画
面
外
内 (細砂粒含む)

良好 じ綺次
色

色

余
褐

灰

贈
橙

暗

外
内

断

有文

3ト レンチ
洛ち込み

暗茶色粘質土

縄文土器

深鉢

残仔凸   Z bU
口径    ― 内面 巻貝条痕後ナデ

菅

(砂粒含む)
良好 外

内

断

暗茶褐色

外反口縁

A区
2ト レンチ

落ち込み

深鉢 口径

外山 条長後ナデ 肥1激
内面 ナデ (砂粒含む)

良好 外
内

晰

有又
外反口縁
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誉

番
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物
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功:Z6凶

148

A区
3ト レンチ

洛ら込み

暗黒茶色土
Ftl又 上器

深鉢
測

一

尚仔
径
鷺
口

囲
面
外
内 摩滅のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

良好 外

内

断

淡黄褐色 有文
外反口縁

A区
2ト レンチ

落ち込み 縄文土器
深鉢

∞

一

高存

径

残

口

面
面
外
内
条痕後ナデ 凹線
条痕後ナデ (砂粒含む)

良 Af・ 余灰 L
黄褐色

有文
外反口縁

1"
A区
3ト レンチ 暗茶色粘質土

縄文土器
深鉢

残存高  3∞
口径    ―

外面 ナデ 凹線
内面 ナデ (砂粒含む)

艮好 外
内

断
暗茶黄色

有文

A区
3ト レンチ茶色土 鉢 口径    ―

回
面
外
内 摩滅のため調整不明

やや粗
(砂粒含む)

良好 外
内

断

にぶい橙色

渉お圧缶

有文

A区
3ト レンチ

洛ち込み

培灰茶色礫混土 鉢又は浅鉢

測

一

両仔
径
残
口

画

面

外
内
ナデ 凹il■
摩減のため調整不明

やや粗
(細砂粒含む)

良 外
内

断
淡橙色

有文

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗灰茶色礫混土 注口 口径    ―

画
面
外
内
巻貝条痕後ナデ 世1繰
巻貝条痕後ナデ

省

(砂粒含む)
良好 外

内

断

淡茶色

暗茶褐色
暗茶灰色

有文

第27図

154

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土 浅鉢 口径    ―
田

面

外

内
ナデ (砂粒 雲母含む)

良 外

内

晰

暗灰黄褐色

里灰

“

縁
人
反
爛
外

155

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
阻文土器

浅鉢
残存高   15C グトE1 7rllT尤 渭R ttT//t尺蒲出死劇災

内面 ナデ
やや粗 良好 外

内

断

暗茶色

暗茶褐色

有文

A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色風化礫混土
縄文土器

深鉢 復元口径

ん
∞

洪余貝
デ
巷
ナ

囲
面
外
内

街

(砂粒・雲母含む)

良好 外
内

断

階茶褐色

暗茶灰色
暗茶掲色

縁

文

反

有

外

A区
2ト レンチ

落ち込み 阻文土器
茂鉢 口径 内面 ナデ (細砂粒含む)

良好 外

内

脈

淡赤白灰色

黒灰色 縁

文

反

有
外

158

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗黒茶色土
織叉主番

深鉢

残存高

復元口径

７０

ｍ
口縁上面 V字亥リ
外面 巻貝条痕後ナデ
内面 ナデ

(砂粒含む)
良好 外

内

断

噌余褐 色 有又

外反口縁

159

A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色風化礫混土 深鉢

残存高
口径

640 口縁上面 D字亥リ
外面 ナデ
内而 ナデ

(砂粒含む)

良妊 外

内

断
暗黄褐色 外反口縁

l∞

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
蠅文土器
成鉢 口径

画
面
外
内
巻貝条痕後ナデ

巻貝条痕後ナデ (細砂粒含む)
良好 外

内

断

橙褐色
暗黄褐色
黒灰色

波状口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色土
縄文土器
浅鉢

残存高
口径

280 外国 巻貝条反後ナデ
内面 巻貝条痕後ナデ

やや粗
(細砂粒含む)

良好 外
内

断

茶褐色
縁

文

状

有

波

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
穐又上器

浅鉢

残存高
口径

360 画
面

外

内
剥離のため調整不明
剥離のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)
良 色

色
種
褐
噌
黒

ク

外
内

断

有文

163

A区
3ト レンチ 暗灰茶色礫混土

織又上器

深鉢

残仔局

口径

画

面

外

内
巻貝条痕 半裁竹管刺突
ナデ (砂粒含む)

良好 外

内

晰
灰黄褐色

有文

164 3ト レンチ茶色風化礫混土
瀧又上番

鉢

残存高  21 外面 巻貝条痕 半載竹管刺突
内面 ナデ

粗
(砂粒含む)

員妊 外

内

断
橙茶色

有文

3ト レンチ茶色風化礫混土 深鉢

杖

一

両仔
径
残
口

国漱_Ltt υ子亥」
外面 ナデ 貼付凸帯 D字刻

瞥

(砂粒含む)
艮好 外

内

断
茶灰色
暗本咸

“

凸帝文

166

A区
2ト レンチ

落ち込み

深鉢 口径    ― 外面 ナデ 貼付凸帯 V字刻
内面 ナデ

(砂粒含む)
良好 外

内

断

にぶい程色
暗灰茶色

凸帯文

A区
3ト レンチ茶色土

縄文土器

浅鉢
残仔 局

復元口径

机

く

デ

デ

面

面

外

内
貼付凸帯

(細砂粒含む)

良好 外
内

断
暗茶灰褐色
責灰褐色

凸帯文
外反口縁

168

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土 鉢 口径    ―
囲
面
外
内 摩減のため調整不明 (砂粒多し)

良好 外

内

脈

白茶灰色 凸帝文
内傾口縁

169

A区
3ト レンチ 黒茶色土

lll文土器
深鉢

残存高
復元口径

∝

２Ｃ

面
面
外
内
巻貝条痕後ナデ

巻貝条痕後ナデ (砂粒含む)

艮妊 色個

色

余

褐

色

噌

黄

康

外

内

断
内屈口縁

A区
3ト レンチ黒茶色土 深鉢 口径

画

面

外
内
巻貝条反後ナデ

巻貝条痕後ナデ
密

(砂粒含む)

良好 外
内

断

淡種貢色

淡橙色
乳黄白色

内屈口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗灰茶色礫混土

縄又土器

深鉢

残存高  370
復元口径 2480

田

面

外

内
巻貝条痕後ナデ

やや粗

(砂粒・雲母含む)

良好 外

内

断

橙黄褐色

暗灰褐色

無又
内屈口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
縄文土器
深鉢

残存高
口径

350 回
面
升
内 巻貝条痕後ナデ

やや粗
(砂粒含む)

良好 外
内

断

暗茶褐色
暗茶灰色

臀又
外反口縁

駆レ
落ち込み 縄又土器

深鉢
残存高
口径

390 画
面

外

内
巻貝条痕後ナデ

巻貝条痕後ナデ (小石・砂粒含む)
良好 外

内

断

暗茶褐色 無X
外反波状口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗茶色粘質土
縄又上益

深鉢

残存高
口径

500 画
面

外

内
巻貝条痕後ナデ
ナデ

壼

(砂粒含む)
良好 外

内

脈
外反口縁

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗茶色粘質土 深鉢

残存高
復元口径

∞

”
外面 巻貝条痕後ナデ
内面 巻貝条痕後ナデ

膏

(砂粒含む)

艮好 外

内

断
橙黄褐色
渉 白昔 灰名

外反口縁

176 駆レ
落ち込み
暗茶色粘質土

縄又上器

深鉢 口径    ―
外国 巻貝条猥後ナデ
内面 摩減のため調整不明 (砂粒含む)

良好 外
内

晰

にぶい淡橙色 無文
外反口縁

A区
2ト レンチ

落ち込み

深鉢 復元口径 1480
画
面
外
内
二枚貝条痕
二枚貝条痕

密
(砂粒含む)

艮好 外
内

晰

にぶい橙色
にぶい赤橙色

無文

駆レ
洛 ら込 み

暗茶色粘質土
縄文土器

深鉢

残作品  480
復元口径 2480

71・ 回 巻貝条長
内面 巻貝条痕後ナデ (砂粒含む)

良好 外

内

断

黒貫褐色

茶黄色

無文

3ト レンチ茶色風化礫混土
縄文土器
深鉢

Ю

一

高存
径
残

口
外面 巻貝条痕
内面 摩滅のため調整不明

やや狙

(砂粒含む)

艮好

暗灰黄色
無文

180 3ト レンチ茶色風化礫混土
f41文土器
深鉢

∞

一

高存
径
残

口
外 園 巷貝 余掟
内面 摩減のため調整不明

やや粗
(砂粒含む)

艮好 外

内

断
黄灰褐色
沐本層白缶

無文

A区
2ト レンチ

洛ち込み

深鉢

力

一

局仔

径

残

口

山
面
外
内
巻貝条艇後ナデ

ナデ
密
(細砂粒含む)

良好 外

内

断

淡茶色

暗茶灰色
淡茶白灰色

無文

A区
3ト レンチ

落ち込み
茶色風化礫混土 深鉢 口径

囲

面

外

内 ケズリ
やや粗

(細砂粒含む)

良好 外

内

肝

淡茶灰色

淡灰茶色
無文

183

A区
2ト レンチ

落ち込み 縄又土器

深鉢

残存高  5∞
復元口径 1840

画

面

外

内
巻貝条痕後ナデ

巻貝条痕後ナデ
留 良妊 外

内

路
淡白茶褐色

睡文

184 駆レ 暗茶色粘質土
織X■番
深鉢

残存高
口径

画
面
外
内
巻貝条痕
巻貝条痕 (砂粒含む)

艮好

内 黒黄色
断 暗茶灰色

晋文
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卿晰
A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土

縄文土器

浅鉢

残fF品   6 Zt
復元口径 152(

曲

面

外

内
巻貝条長後ナデ

巻貝条痕後ナデ

密
(砂粒含む)

良好 外
内

断

無又
内彎口縁

186

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗茶色粘質土

饉文土器
生口 復元口径 H6(

外lal 巻貝条摂後ナデ

内面 ナデ
7i

(砂粒含む)
良好 外

内

晰
黒褐色

睡文

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗黒茶色土 鉢

残7両
底径

孔

∝
外面 ナデ
内面 摩滅のため調整不明

やや粗

(細砂粒含む)

rt好 外

内

断

黄灰褐色

淡灰色

凹み底

188 駆レ
落ち込み

茶色風化礫混土
穐文土器
鉢

残存高
底径

デ痕条貝

デ

巻

ナ

画

面

外

内
腋

(砂粒含む)

良好 色褐

色

茶

橙

黄

暗

″

』み底

189

A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色土
穐又■器

鉢

残存高
底径

外山

内面

デ

デ

マぞ租

(砂粒含む)

良好 外

内

晰
淡茶灰褐色

凹み底

190

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
織又上益

鉢 復元底径
‐Ｏ
ｍ

デ

デ

面

面

外

内
やや粗
(細砂粒含む)

良好 外 淡種次働色
内 暗茶褐色
断 黒褐色

IJみ底

A区
3ト レンチ茶色風化礫混上

縄文土器

鉢

残存高
復元底径

刀

∞

デ

デ

面

面

外

内
やや粗

(小石・細砂粒含む)

良好 外

内

晰

橙灰褐色
暗茶褐色

凹み底

A区
3ト レンチ

洛ち込み

黒茶色土

縄文土器

鉢

残存高
底径

デ

デ

画

面

外

内
やや粗
(砂粒含む)

良好 外
内

断
暗茶灰色

凹み底

2ト レンチ
落ち込み l・l文土器 残存高

復元底径

∞

∞

画

面

外
内
巻員条痕 ケス
巻貝条痕後ナデ

奮

(砂粒含む)
良好 外

内

断
暗茶褐色
暗精褐仁

凹み底

A区
3ト レンチ

洛ち込み

暗灰茶色礫混土

縄文土器
鉢

残存高

底径

∞
カ

デ

デ

画

面

外
内

やや粗
(砂粒含む)

良好
色

“

色

茶

瞬

種

淡

勝

外

内

断

IJみ底

195

A区
2ト レンチ

落ち込み 弥生土器

口径

脚
“

山
面
外
内
摩減のため調整イヽ明

横ナデ

街

(砂粒含む)
やや軟 じ檀

″

″

外
内

断

口稼劉Sに 黒斑

196 駆レ
洛ら込み

茶色風化礫混土

弥生土器
壺 復元口径

ＵＵ
∞
外lll 横ナデ ヘラミガキ
内面 横ナデ

密 良好 外
内

断 淡灰橙色

駆
レ 暗灰茶色礫混土

残存高  180
復元口径 1720

画

面

外

内
横ナデ

横ナデ

やや狙
(砂粒含む)

良好 外

内

晰

橙色

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
弥生土器

壺又は発

残仔品   34U
底径    440

外山 体郡 板ナデ後横ナデ
底部 ナデ

内面 板ナデ

密

(砂粒含む)

良好 外
内

晰

外 IHl風冊Sに 黒斑

199 駆レ
落ち込み

茶色土 壺又は発
残存高

底径

外面 体部 タタキ後ナデ
底部 ナデ

内而 慶減のス・め調整不明

密 良好 色橙淡

″

ク

外

内

断

21Xl

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
弥生土器
壺又は発

残fl呂   3測
底径   360

外面 体部 摩減のため調整不明
底部 指オサエ

内面 ハケロ

やや粗

(砂粒含む)

良好 外
内

断
淡橙褐色

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗灰茶色礫混土 壼又は甕

凸仔
径
残
底

外面 体部 摩減のため調整不明
底部 指オサエ
慶減のため調整不明内面

(砂粒含む)
良好 外  暗茶褐色

内 橙褐色
断  沐船

“A区
3ト レンチ

落ち込み

茶色土 壺又は甕 底径

４。
∞
外面 底部 ナデ
内面 ハケロ (砂粒含む)

良妊 外  種貫色
内 橙色
断  滞精

“A区
3ト レンチ 暗灰茶色礫混土 壺又は甕

残存高
底径

外面

デ

部

部

ナ

体
底

板

タタキ後ナデ

ナデ
内面

(砂粒含む)

良好 外  橙色
内 橙褐色
晰  倅精缶

204

A区
3ト レンチ 暗茶色粘質土 壺又は発 底径

舛面 体部 指オサエ後ナデ
底部 ナデ

内面  則 離 の ため調 整不 明

やや狙

(砂粒含む)

良好
色褐

色

茶

色

橙

暗

橙

外

内

断

205

A区
3ト レンチ 暗灰茶色礫混土

弥生土器

壺又は発

残存高
底径

４０
∞
外面 指オサエ
内面 摩減のため調整不明

密

(砂粒含む)

良好 外
内

断

淡橙褐色
淡橙灰色

206

A区
2ト レンチ

落ち込み

壺又は甕 底径   610
外国 指オサエ
内面 剥離のため調整不明 (砂粒含む)

やや歌 外 種褐色
内 黒灰色

底部に木栞痕

3ト レンチ
洛ち込み

茶色風化礫混土
弥生土器

壺又は甕

高存

径

残

底
画
面
外
内
タタキ
ハケロ

やや粗
(細砂粒含む)

良好 外
内

断
明茶色
暗本格伍

底部にスサ杜猥

208 駆レ 茶色風化礫混土 壺又は発 底径

71・面 体部 タタキ
底部 指オサエ後ナデ

内而 ハケ日

やや粗

(砂粒含む)

良好 外
内

断

浚種
IFa色 小面底部に本栞痰

209 3ト レンチ
落ち込み

黒茶色土
弥生土器
壺又は甕

晟存局   3 bt
底径    47C

71・面 体郡 タタキ
底部 ナデ

内面 慶減のため調整不明

租

(砂粒含む)

良好 外  にぶい橙色
内  ″
晰  ク

ント山底ヨSに スサL猥

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土
弥生土器
壺又は整 底径   41(

外面 体部 タタキ
底部 指オサエ
摩滅のため調整不明内面

(砂粒含む)

良好 外

内

断

黄褐色

淡茶灰色
淡橙灰色

ツト面底部に本栞痕

A区
3ト レンチ 淡白緑色砂 壼又は甕

残存高  30t
底径   38(

外面 タタキ
内面 板ナデ

密

(砂粒含む)

良好 外

内

断

淡黄褐色

橙色
沐昔精伍

A区
トレンチ3 暗灰茶色礫混土

杯生土器
壺又は発

残存高
底径

質

∝
外面

デ

部

部

ナ

体
底

板

タタキ
ナデ

内面

良好 外
内

断

にぶい橙色

搭絆

“

2ト レンチ
落ち込み

壷又は甕 底径   51X
タトlgl 倅罰S タタキ
底部 剥離のため調整不明

内面 ハケロ
(砂粒含む)

艮9f・ 外
内

晰

浚茶色

沐本白

“

外面に黒斑

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土 壺又は甕 底径   41(
外面 体部 タタキ
底部 未調整
慶滅のため調整不明内而

(砂粒含む)
良好 外

内

晰

にぶい橙色

A区
3ト レンチ

落ち込み

黒茶色土
沐生土器
壺又は甕

残作品

底径

外面 体部 タタキ 指オサエ
内面 摩滅のため調整不明

良好 外

内

脈

外山底部に本葉猥

A区
2ト レンチ

落ち込み 器帥
杯
上
高

戒仔局
復元口径

面

面

外

内
横ナデ ヘラミガキ
剥離のため調整不明

僣

(砂粒含む)

やや軟 外

内

断

種買色

橙色

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗茶色粘質土

番即
杯
上
高 復元口径

。

２‐

外国 横ナデ ハケロ
内面 横ナデ

艮好 外
内

断

質働色

,多昔本缶

外面口縁部に黒斑

A区
3ト レンチ 茶色風化礫混土 小型丸底壺

残存高
復元口径

∞

９０
外面 口縁部 横ナデ
体部 ナデ

内面 口縁部 ハケロ
休部 ナデ

やや粒

(砂粒含む)

良好 外

内

断

ぶい程黄色

A区
3ト レンチ 暗茶色粘質土

土帥器

甕

残存高
復元口径

∞
Ю
外面 口縁部 横ナデ
体部 指オサエ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ナデ

密 良好 外
内

断 淡橙色

220
A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土

//■思番
杯身 復元口径

脚
２０

71・面 口縁部 横ナデ
体部 回転ヘラケズリ

密 やや軟 外
内

晰

乳黄白色

-47-



挿図番号
p物番号 トレンチ殴 出土地点 層位

類

種

種

器 (cm)
手 法 胎 土 焼成 色  調 備 考

卿塑
A区
3ト レンチ暗茶色粘質土 把手付椀

器高

復元口径
底径

３０
ｍ

∞

面

　

　

面

外

　

　

内

コ縁部 横ナデ
杷手部 貼付
底部 ヘラケズリ
横ナデ

密 良好 外
内

断 茶灰色

A区
3ト レンチ

落ち込み
暗茶色粘質土

饉 器

椀
残存高
復元口径

∞

４０
タト回 施和 果1■
内面 施釉 染付

密 崚

染・明藍色

釉・青味白色

染 明藍色
白●・

内

断

223

A区
3ト レンチ

落ち込み

暗灰茶色礫混土
促器

椀 復元口径
測
３０ 内面 施釉 染付

歴 破 棚・育味日色

染・藍色

釉 青味白色
染 藍色
白灰色

内

断

駆レ 茶色風化礫混土 湯呑み 底径

測
１０ 畳付 露胎
内面 施釉

緻密 硬 外
　
内

断

釉 灰味白色
染・藍色

釉・灰味白色

畳付にハナレ砂付着

駆レ
落ち込み
暗茶色粘質土

饉器

盃

器高

復元口径
御予農径

Ю

ｍ
ｍ

外国 施和
畳付 露胎

内面 施釉

檄 密 破 Ｌ綱
釉

白

外
内

断

卿
笏

B区 第 2層
淡灰茶色土

サヌカイト
石器

７０

％

４０

長
幅
厘

B区 第 2層
淡灰茶色土

弥生土器
小壺

残存高  5∞
底径   440

外面 体部 ナデ
底部 指オサエ及びナデ

内面 頸部 横ナデ
体部 ナデ

(砂粒含む)

艮好
色
色
褐

色

綺
橙

橙

種
淡

淡

外
内

断

手づ くね

28
B区

淡灰茶色土 発 復元口径 160Cl
外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 板ナデ

密
(砂粒含む)

良好 外
内

断

浚種働色

淡橙白色

229
第 2層
淡灰茶色土

弥生土器

高杯
残存高
基部径

３０

∞
外面

内面

部 ナデ
部 ヘラミガキ
部 ナデ

(細砂粒含む)
良好 外

内

断

杯底部に粘土円板充項
脚柱部内面に絞り痕 輪積み痕

230 淡灰茶色土 椀 復元口径
ω
∞ 内面 施釉

密 良好 外
　
内

断

釉・灰味白色

染・灰味藍色
釉 灰味白色

B区
淡灰茶色土 椀 復元底径

脚
Ю

固

面

外

内
堂 1■以外 1よ面 相  業 何
施釉 染付

徴密 良好

染・藍色

釉・青味白色
染・藍色
白名

内

232

B区
淡灰茶色土

益
重
値
段

”

∞径

高

口

存

元

残
復

染

部

釉

釉

縁

施

施

口

画

面

外
内

付

釉ふき取り露胎

数管 艮好

艶
縫

色
味

色

色

日
灰

黄

白

利
逃
（
　

粕̈

白

外

　

　

内

断

色絵

233

B区
土色

僧
茶
ｚ
灰
弟
淡 瓶

残存高

復元底径

外面
部

釉

台

胎

施

高

露

染付
釉ふき取り露胎

内面

隊瞥 員好 じ味
色
青
藍
・

・
色

色

利
染

自

由

外
　

内

断

卿劉
B区 土現5

暗灰色粘質土
鶴

“

鼎十,日ヽ

サヌカイ 長
幅

厘

二次加工剥片

235
B区 土坑5

暗灰色粘質土
(褐色粘土混)

縄又土器

深鉢 口径    ―
外lgl 摩減のため調勲 lヽla

内面 摩減のため調整不明 沈線
やや粗

(砂粒含む)

良好 色褐黒

″

ク

外
内

断

文

口

有

広

236

B区 土坑 5

暗茶色礫混土
弥生i器
甕

残作品   3帆
底径    42C

外面 体部 タタキ
底部 ナデ
摩滅のため調整不明内面

(砂粒含む)

風好

内 黒色

237

B区
暗灰色粘質土
イ掲缶粘十

'7ヽ

高杯 復元口径

４

∝
外面
内面

デ

デ
やヤ租

(砂粒含む)

艮好
色

色

色
褐

褐

頁
橙

黄

余
淡

淡

外
内

断

剛四
B区 自然河

'||第 1層
サヌカイト
石鏃

残存長
幅

２Ｃ

質

″

平基無茎式
先端欠損

B区
第 1層

サヌカイ
石錘

よ
∝

年

女
幅
仔
存
残
残

厘

先端欠損

240

日本 :II川

第 1層
サヌカイ

石錘
め
‐５
“

長
幅
仔
存
残
残

厚

B区 自然河り||

第 1層
須恵器
壺

残存高
復元口径

‐Ｃ

∝

画
面
外
内
横ナデ
横ナデ

警 良妊 外

内

断

B区 自然河チ||

第 1層

器

壺

悪

頸

須

短
残存高
復元口径

質

震

面
面
外
内
横ナデ
横ナデ

晉 良好 じ灰次

″

″

外
内

断

外面体部に自然釉

243 第 1層 小皿 復元口径 底部 指オサエ及びナデ
内面 積ナデ

密 良好 色橙淡

ク

″

外

内

断

卿２４４
日然 ill川

第 2層
サヌカイ
石鏃

長

幅

置

半き共圭入

ほぼ完形

245 第 2層
サヌカイト

石錐 残存幅
総左 厘

自然河川
第2層

縄文土器
深鉢

残存高
口径

41Xl タト直| ナデ 尤釈 R亥リ
内面 ナデ (砂粒含む)

良好 外
内

断

暗茶灰褐色 有文
内傾小波状口縁

第2層 深鉢又は鉢 復元口径
測
Ю 外面 巻貝条痕
内面 ナデ 沈線 R亥 1

やや粗

(砂粒含む)

硬く良好 外
内

断

暗灰茶色

黒褐色
暗茶白色

広口

B区 自然i可り||
第2層

織又上器

深鉢

残存高
[1径

150

内面 ナデ 沈線 L刻 (砂粒含む)
良好 外

内

断

文

口

有

広

B区
第2層

縄X■奇
深鉢 口径

口縁上 lll D字 亥り
外面 ナデ 貼付凸帯 D字刻
内面 ナデ

瞥

(砂粒含む)

艮妊 外
内

晰
灰黄色
暗康

“

凸帝文

痢

B区
第 2層 深鉢 口径

囲

面

外

内
ナ デ (砂粒含む)

良好 外
内

断

淡橙褐色
黄褐色
灰里

“

内傾口縁

251

B区 自然河川
第2層

縄文土器
深鉢

残存高
口径

デ

デ

面

面

外

内
やや狙

(砂粒含む)
良好

内 橙褐色
無文
外反口縁

252

B凶

第2層 深鉢 口径

ア
デ

園
面
外
内

(砂粒含む)
良好 分

内

断
外反口縁
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IT図番号
i■物番号

トレンチNQ 出土地点・層位
類
種
租
器

計よ1値

(cm)
手 法 胎 土 焼成 色  調 備 考

刷
器

目然llI川

第 2層
縄文土器

深鉢

燿fl局

復元口径

脚
４０
山
面
外
内
巻貝条反

巻貝条痕 (砂粒含む)
艮妊 外

内

断

暗茶灰色

暗責灰色
灰黒色

無文

254

B区 自然河川

第 2層
縄文土器
鉢 復元底径  51Xl

外面 体部 ケズリ
底部 指オサエ

内面 ケズリ

密

(砂粒含む)

良好 外  貫吹日色
内 暗茶灰色

凹み底

B区 自然河川

第 2層 鉢

残存高  200
底径   400

外面 体部 剥離のため調整イヽ明
底部 ナデ

内而 '1離 のため調整不明

瞥

(砂粒含む)
良好

内 暗茶灰色
凹み底

256

B区
第2層

弥生土器

蓋

器 品

復元口径
つまみ径

帆
ｌＣ

５Ｃ

外 山 つまみ]S 指オサエ

体部 タタキ
ロ縁部 横ナデ
天丼部 ナデ
□縁部 構ナデ

内面

密

(砂粒含む)

員妊 色
色

色

褐
白

褐

位
橙

橙

淡
淡

淡

外
内

断

B区 自然ittjll

第 2層 蓋

器高
口径
つまみ径

ム

く

灰

外面 つまみ部 指オサエ
体部～口縁部 ナデ

内而

密
(砂粒含む)

良好 外
内

断

外面口縁部に輸積みllI

258 第2層
弥生土器

蓋

残存高
つまみ径

タト山 つまみヨ∫ 指オサエ
体部 ナデ

内面 ナデ

やや粗 やや軟 巴檀伏

″

″

升
内

断

B区 自然,可り||

第 2層
弥生土器

蓋 つまみ径

よ

∝
外面 つまみ部 指オサエ
体部 ナデ

内面 ナデ

密 やや軟 外
内

断

種 色

淡橙色

260

B区 目,MITり ||

第 2層 蓋

残仔Fi●   26t
復元口径 16И

外面 ハケロ
内面 ハケロ

警

(砂粒含む)
艮好 外

内

断
暗茶灰褐色

B区
第2層 蓋

器 高

復元口径
つまみ径

外面 つまみ部 指オサエ
体部 ヘラナデ
ロ縁部 ハケロ
天丼部 指オサエ
体部 ナデ
I]級部 ハケロ

内面

(砂粒含む)
良好 外

内

断 淡橙白色

B区 河

層

然

２

自

第

益主生弧

十
里

器高   3700
口径   1660
復元底径  520

外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ
体部 タタキ後ナデ

内面 口縁部 横ナデ
体部 剥離のため調整不明

やや駄 外
内

断
暗黄褐色

暗灰色

第35図

263

河

層

然

２

自

第 口径

醐
２０
外面 口縁部 横ナデ
頭部～体部 ヘラミガキ
ロ縁部 横ナデ
頸部～体部 ヘラミガキ
体部 ハケロ

内面

良好 外
内

断
黄灰褐色

264

河

層

然

２

自

第
残存高
口径

外面 口縁部 横ナデ
体部 剥離のため調整不明

内面 口縁部 横ナデ
体部 剥離のため調整不明

やや粗
(砂粒含む)

良好

内  ″
断 淡橙色

自然

'IJ川第 2層
弥生 土器

口径   1680
外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケロ

密 良好 外

内

断

淡橙褐色

淡白橙色

淡橙褐色

266

自然河り||

第 2層
弥生土器

復元日径
‐Ｏ
ｍ
外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

内面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ
休部 産滅のため調幣不明

密
(砂粒含む)

良好 外
内
断

明茶橙色
淡橙褐色

淡橙色

内向毀罰Sに 黒斑

第 2層
弥生土器 残存高

復元口径

口縁日S 横ナデ
顕部 ヘラミガキ
剥離のため調整不明内面

密 やや軟 外
内

断

種貰褐色

淡橙色

268

目然lul川

第 2層
弥生土器

径
品
口
仔
一冗

残
復

外面 口縁部 横ナデ 竹管文
頸部 ヘラミガキ

内面 ヘラミガキ
(砂粒含む)

良好 外
内

断

橙茶褐色

淡黄褐色

B区 自然河り||

第2層 壺

残存高

彼元口径

面

面

外

内
口縁部 横ナデ 竹管文
剥離のため調整不明

やや狙

(細砂粒含む)

良好 外
内

断

270

自然河り||

第2層
残存高
復元口径

２

”
外面 口縁部 構ナデ 長Lu」級
頸部 ヘラミガキ

内面 構ナデ

良好 外
内

断 淡茶白灰色

貼付浮文景1離 lrt

B区 河

層

然

２

自

第
弥王上 番

復元口径
測
２０

向
面
外
内
口稼罰S 腱凹漱
摩減のため調整不明

良好 外
内

脈

磁褐 色

B区
第 2層

残存高

復元口径

８０

ｍ

画
面
外
内
剥離のため調整不明

景1離のため調整不明

街

(砂粒含む)

やや軟 外

内

断
淡黄橙色

目然ャロlり 1

第 2層
弥 生土 器

復元口径
ω
２０
外山 口稼劉S 横ナデ 円形洋又
頸部 ヘラケズリ

内面 ヘラミガキ

やや粗

(砂粒含む)

やや軟 外
内

脈

種 褐 色

B区 副

層

然

２

日

第
残存高
復元口径

ツト面 口縁部 竹菅文付円形洋文
頸部 横ナデ 刻日
体部 剥離のため調整不明
日縁部～卿部 構ナデ内面

やや粗

(砂粒含む)

良妊 外
内

断 橙責色

B区 自然河川

第2層
弥生土器

復元口径

外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ後ヘラケズリ

内面 ヘラミガキ

密 良好 外

内

晰

橙褐色

B区 自然河川

第 2層
弥 lE上 益 残仔高

復元口径

外面 部

　

部

縁

部

縁

部

部

口

頸

口

頸

体

横ナデ
ヘラミガキ

横ナデ
ヘラミガキ

指オサエ

内面

やや粗

(砂粒含む)

良好 Ｌ
　
色

閾
　
橙

位

″
ユ
次

外
内

断

B区 自然河り||

第 2層 復元口径

外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

内面 口縁部～頸部 横ナデ
体部 ハケロ 指オサエ及びナデ

(砂粒含む)
良好 外

内

断

暗責茶褐色

暗茶灰色

淡茶色

目然,可り|

第 2層
弥生土器 高存

径

残

口

720
1460
外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラケズリ
ヘラミガキ内面

良好 外

内

晰

黄橙茶色

卿２７９
第 2層

残存高
復元口径

２０

∞
外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラケズ リ

内面 積ナデ ヘラミガキ

良好 外
内

断 淡責灰白色

280

自然,llり ||

第 2層 復元口径
外面 口縁部 横ナデ
頸部 ハケロ

内面 口縁部 横ナデ
顕部 ヘラケズリ
体部 ハケロ

密

(砂粒含む)

良好 外
内

断 ,L白橙色

自然洒I川

第2層
弥生土器 残存高

復元口径

５０
∞

口縁郡 横ナデ
頸部 ヘラケズリ
ロ縁部～頸部 横ナデ
体部 指オサエ

内面

ややlll

(砂粒含む)
良好 外

内

断

浚責茶

“

色

淡橙白褐色

282

B区 自然河川

第2層
残仔局

復元口径

外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ及びヘラケズリ

内面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ
体部 構ナデ

やや粗
(砂粒含む)

良好 じ

色

灰

茶

余

橙

険

よ
区

″

外
内

断

-49-



挿図番号 トレンチNQ 出土地点・層位
類
種
祖
器

計測値

(cm)
手 法 土 焼成 色  調 備 考

剛四
B区 自然河川

第 2層
弥生土器 残 fl品

復元口径

襲

χ
外面 口縁部 横ナデ
顕部 剥離のため調整不明

内面 口縁部 横ナデ
菊部 剥離の′・め調整不 Ill

(砂粒含む)
やや軟 外

内

断

茶橙色

暗灰黄色

284

B区 目然lllIり ||

第 2層 復元口径

帆

４Ｃ

タト面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラケズリ
ロ縁部 指オサエ及びナデ
頸部 剥離のため調整不明

内面

やや粗
(砂粒含む)

艮好 外
内

断 灰色

285

Ll然 )ll川

第2層
弥生土器 器高

復元口径
復元底径

３０

∞

２０

η

‐９

５

外面 口縁部 横ナデ
頸部 ハケロ及びヘラミガキ
体部 ヘラミガキ及びハケロ
底部 未調整

内面 口縁部 横ナデ
頸部 ハケロ及びヘラケズリ
体部 ハケロ及び板ナデ
底部 ヘラケズリ

(石英含む)
良好 色褐橙茶

ク

ク

外

内

断

286

目然llllり |

第 2層
残存高
復元口径

Ю

∞
外面 口縁部 横ナデ
顕部 剥離のため調整不明

内面 口縁部 横ナデ

密 やや歌 外
内

断
橙黄褐色

淡橙色

287

B区 測

層

然

２

日

第
郎生 土器 残存高

口径

∞

∞
回
面
外
内
口縁罰S～敦]S ヘラミガキ
剥離のため調整不明 (砂粒含む)

やや軟 外
内

断

橙褐色 外 lIIl体罰S、 内回体日
`に

黒斑

288

B区
第2層

残存高
復元口径

“

∞
舛面 口縁部 横ナデ
頸部 ハケロ

内而 精ナデ
(砂粒含む)

良好 外

内

断

次種 褐 色

289

B区 目然:叫り||

第2層
弥生土器 器高

復元口径
底径

４０
”

７０

外面

内面

体部 剥離のためF13整不明
頸部 ヘラミガキ
ロ縁部～頸部 剥離のため調整不明

衡

(砂粒含む)

やや歌

内 ″
断  ″

ほぼ完形

290
B区 自然河川

第 2層
弥生土器 残存高

復元口径

∞

∞ 頸部～体部 ヘラミガキ
ロ縁部～頸部 横ナデ
体部 ナデ及び指オサエ

内面

やや粗
(砂粒含む)

良好 外
内

断

黄茶色

B区
第 2層

残存高
底径

７０
ｍ
外面 頸部 ヘラミガキ
体部 タタキ後ナデ
底部 ナデ

閃面  ハ ケ 日

(砂粒含む)

良

内 黒灰色
断 淡茶白色

頸部内面に輸積痕

292

B区 自然河り||

第 2層
弥生土器 残仔局

体部径

測

”
外国 ヘラミガキ
内面 顕部 摩滅のため調整不明
体部 ヘラミガキ
底部 ヘラケズリ

(小石含む)
良好 外

内

断

磁黄褐色

黄茶褐色

淡黄褐色

外国外部に黒斑

B区
第2層 復元口径 1340

外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

内面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

密
(細砂粒含む)

艮好

内 ″
断 淡橙黄色

294

B区
第 2層

弥生土器 残存高  650
復元口径 2340

外面 口縁部 横ナデ
頸部 剥離のため調整不明

内面 剥離のため調諮不明

菅

(砂粒含む)

やや軟
色
Ｌ
橙
位
黄
次
沐
い
ク

外
内

晰

自然河り||

第 2層
弥生土器 “

∞

∞

高

径

径

器

口
底

外国 口稼罰S～体ヨS 横ナデ
底部 指オサエ ナデ

内面 口緑部 横ナデ
頸部 ヘラケズリ
体部～底部 構ナデ

(砂粒含む)
良好 外

内

断

橙色

淡橙色

ほぼ完形

296
自然河り|
第2層

弥生土器 残存高  a10
底径   3"

フト山 体罰S ヘラミガキ
底部 ナデ

内面 慶滅のため調整不明

密

(砂粒含む)
良好

色

価

色
灰

相

獲
黒

沐

外
内

断

ツト向体罰Sに 黒斑

297

自然,可り|

第2層
弥生上番

壺
残存高

底径

ω

”
ソト回 体罰S ナデ ヘラミガキ
底部 指オサエ ヘラケズリ

内面 剥離のため調整不明

瞥

(砂粒含む)
やや軟

色褐

色

色

灰
橙

橙
暗

淡

外
内

断

298

B区 副

層

然

２

日

第
称生土器
壺

残存高
復元口径

復元底径

∞

∞

“

３３

Ｈ

４

外面 頸部 剥離のため調整不明
体部 板ナデ
底部 指オサエ

内面 頸部剥離のため調整不明
体部 ハケロ

(砂粒含む)
やや軟 外

内

断

橙褐色

黄橙掲色
黒色

299
B区 日本 )ll川

第 2層
称生土器 残存高

復元底径

∞

∞
外面 体部 タタキ後ヘラミガキ
底部 指オサエ

内面 ヘラケズリ

良好 外

内

断

淡橙褐色
淡黄褐色

外国民濁
`に

初 l■摂

300

B区
第2層

残存高
底径

‐０

∞
外面 体部 ヘラミガキ後ヘラケズリ
底部 指オサエ

内面 剥離のため調幣不明
(砂粒含む)

員好 外

内

断
黄橙褐色

外面底部に木栞痕

B区 自然河川
第2層

弥生土器

復元口径

代

４Ｃ

外 山 体部 ヘラミガキ
底部 ナデ
ヘラケズリ内面

密 良好

内 黒色
断  お

“
302

B区
第 2層

弥生土器
壺

晟仔F1  37t
底径    46C

外面 体部 ヘラミガキ
底部 ヘラケズリ 指オサエ

内面 ハケ日

密 良好 外

内

脈

次種 褐 色

黄橙褐色

B区
第 2層

残存高  7∝
底径   60C

外面 体部 ヘラミガキ
底部 未調整
剥離のため調整不明内面

やや粗
(砂粒含む)

やや軟 じ綺
色
位
橙
次
沐
い
ク

外
内

断

71・面体部に黒斑

304

自然河川

第 2層
弥生土器
壺 体部径  1430

回
面
外
内 指オサエ及びナデ

密 良好 外
内

断

種 色 陳刻絵□

卿班
B区
第2層 鉢

残存高

復元口径

Ю

”
'卜

面 口縁部 横ナデ
体部 横ナデ ヘラミガキ
ヘラミガキ内面

警

(砂粒含む)

風妊 外

内

断

第 2層 鉢

器高

復元口径

底径

ｌｏ
ｍ
ｍ

外 lll 口縁部 横ナデ
体部 ヘラミガキ
底部 指オサエ ヘラケズリ
ロ縁部～体部 ヘラミガキ
底部 板ナデ

内面

管

(砂粒含む)

艮好 外
内

断 淡黄橙色

外面底部に黒斑

B区
第 2層 鉢

５５
∞

”

高
径

径

器
口
底

外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ
底部 指オサエ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケロ
底部 指オサエ

(砂粒含む)

良妊

内 淡橙褐色
断 ″

外面底部に黒斑

308

B区 自然,可り||

第 2層
弥生土器

鉢

器局

復元口径

測

４０
外国

内面

コ稼罰S 横ナデ
ト部 タタキ
ヨ縁部 横ナデ

"部

 産滅のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

やや軟 色働
色
茶
褐
黄
橙

色

噌
黄

橙

外
内

断

フト回口稼部に煤付看

309

B区 自然河り||

第 2層
弥生土器
鉢 復元口径

底径

ω
∞
∞

体部 タタキ
底部 指オサエ及びナデ

内面 口縁部 ナデ
体部 ケズリ

密 良好 外 浚位色
内 橙色
断 淡橙褐色

B区 自然河川
第2層

弥生土器

鉢

”

∞

∞

面
径

径

器

口

底
体部 タタキ後ナデ
底部 指オサエ

内面 口縁部 横ナデ

密 良好 色褐種浚外
内

断

四国底罰Sに 黒斑

-50-



IT図誉号
書物番号

トレンチNQ 出土地点・層位
類

種

種

器
計波1値

(cm)
手 法 胎 土 焼成 色  調 悧 考

琲〕め 凶 B IX

第2層
弥生土器
鉢 径

高

元

径

器

彼

底

外面 Ellll部  横ナデ
体部 タタキ
底部 指オサエ

内面 口縁部 横ナデ
体部 摩減のため調幣不明

(小石 砂粒含む)
やや軟 色橙

″

″

外

内

断

河

層

然

２

自

第
弥生土器

鉢

器高   890
復元口径 1050
底径   3m

外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ
底部 指オサエ ナデ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケロ

密

(細砂粒含む)

良好 外

内

断

橙褐色

淡橙色

第 2層
弥生土器

鉢

器高   b80
復元口径  910
底径   330

面

面

外

内
指オサエ及びナデ
指オサエ及びナデ

晉

(砂粒含む)

良好 外

内

断

淡茶自色

B区 河

層

然

２

自

第
弥生土器

鉢 径
品
一九
径

器
復

底

外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ
底部 指オサエ ナデ

内面 口縁部～体部 ハケロ

密 やや軟 外
内

断

種 間色

淡責橙色

外面底部に黒斑

B区 自然河川

第 2層
弥生二L器

鉢

器高
復元口径
底径

３０

”

ｍ

ツトロコ 部
部

ケ

体

底

ハ

タタキ
指オサエ

密 やや軟 外
内

断

橙貫色

i´粋缶

B区 自然,可り||

第2層
弥生土器

鉢

９０

Ю

節

高

径

継

器

口

に

ツト山 口縁晋S～体日S タタキ
底部 指オサエ

出

(砂粒含む)
良好 外

内

脈

B区 自然i可り|
第2層 鉢 復元口径

底径

外 山 口縁日S

体部

底部
ハケロ

デ

キ

サ

タ

指

内面

僣

(砂粒含む)
良好

内 ″
断 淡橙色

外向底部に本来 IIE

B区 目然lul川

第2層
弥生■益

鉢

器高

復元口径

底径

‐５

３０

ｍ

舛面 口縁部～体部 ナデ
体部 タタキ
底部 指オサエ

内而  ハ ケ ロ

警

(砂粒含む)

良好 外
内

断

橙色

淡橙色

B区 自然,可り||

第 2層 鉢 復元口径
外面 タタキ
内面 剥離のため調整不明 (砂粒含む)

やや軟 外
内

晰

種黄働色 外面底部に木栞Ft・ 黒斑

320

B区 自然河川

第2層
弥生土器

鉢

９５

∞

８０

高

径

径

器

口
底

外 面 口縁部～体部 タ
底部 指オサエ
ロ縁部 ナデ
体部 ハケ日

内面

やや粗

(砂粒含む)

良好 外
内

断 淡橙色

321

自然河川

第 2層
弥生土器

鉢

高

径

各

器

口
席

76C
H5C
タト面 タタキ
内面 摩減のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

良好 外

内

断

買余綺じ

黄灰褐色

外山底罰Sに 黒斑

B区 自然,可

'||第 2層
弥生土器
鉢 復元口径  81C

底径   37C

外山 口稼罰S ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 ナデ
体部 ハケロ

密

(砂粒含む)

良好 外
内
断

外山底部に本来猥

B区 目〃やllIり ||

第 2層
弥生土器

鉢

器 品

復元口径
外面 口縁部～体部  タタキ
底部 指オサエ ナデ

内面 ハケ日

密

(細砂粒含む)

良好 外

内

晰

橙褐色

贅橙褐色

河

層

然

２

自

第
弥生土器
鉢

高

径

径

器

口
慮

75(
113(

外 lll 口稼部～体罰S タタキ
底部 指オサエ
摩滅のため調整不明内面

やや粗

(砂粒含む)

良好 巴
　
“

余
　

灰

次

″
膳

外
内

断

325

B区
第 2層 鉢又は甕

残存両  95t
底径   4∝

画

面

外

内
タタキ
ハケロ (砂粒含む)

良好 外

内

断

責橙褐色 底部に穿子L

目然〕口l川

第 2層
弥生土器
鉢又は甕

残存高

底径

外面 タタキ
内面 剥離のため調整不明

やや軟 色種次

″

″

外
内

晰

外面底部に本栞猥

底部に穿孔

3″

自然河川

第 2層
弥生上器

鉢又は甕

残存高  270
復元底径 560

外山 タタキ
内面 摩滅のため調整不明

箇

(細砂粒含む)
良好

色

じ

褐

秘

碇

黄

船

次

淡

沐

外

内

断

囁ヨSに 穿イL

328

河

層

然

２

日

第 鉢又は整 復元底径

測
∞
タトlgl 体罰S タタキ
底部 ナデ

内面 ハケ日

良好 外
内

晰
暗灰褐色

吸部にFF‐イL

329 第2層 鉢又は発 復元底径
”
∞
外面 体部 タタキ
底部 指オサエ

艮好 外

内

断

淡茶白色 嘆部に穿孔

330

B区 自然河川

第 2層
弥生土器
鉢又は甕

高存

径

残

底
外面

デ

部

部

十

体

底

節

タタキ
指オサエ

良好 外

内

断

橙色 匠部に穿イし

自然,可′|

第 2層 甕 復元口径
底径

外山 口稼日S 横ナデ
体部 タタキ
底部 ナデ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケロ
底部 ヘラケズ

'

(細砂粒含む)

良好 外
内

断
茶褐色
淡茶褐色

外山体上部 底測Sに黒址
内面口縁部・体下部に黒斑

B区 自然河川

第 2層
弥生上器

発

残存高
復元口径

７０

∞
外面 口縁罰S 横ナデ
体部  タタキ

内面 剥離のため調整不明

やや粗 やや軟 外  次種僣色
内  黄灰褐色

外面体部に煤付看

333

B区 自然i可り||

第 2層 甕 復元口径
４。
∞
外面 口縁部 剥離のため調整不明
体部 タタキ
剥離のため調整不明内而

(小石 砂粒含む)
やや歌

内 黄茶褐色
断  ,お 昔揚

“

334

B区 目然 :II川

第2層
弥生土器
整

残存高

復元口径

７０
∞
外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 摩減のため調整不明

やや粗 やや軟 外 暗黄茶色
内 淡橙褐色
断 淡橙色

外面口縁郡・体部に煤付看

335

B区 自然,llり ||

第 2層 甕

残存高

復元口径

外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 指オサエ ヘラケズ〕

やや粗

(砂粒含む)

良好 外 橙褐色
内  ク
断 淡黄橙色

卿椰
B区

第2層 甕

残存高
復元口径

外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ ヘラケズリ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケ日

やや粗 良好 色

色

褐

褐

橙

橙

暗

淡

ク

外

内

断

B区 自然,可り||

第 2層
弥生土器

甕 復元口径 1340
外向 口稼目S 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
休部 ハケ日

密 やや軟

内 淡橙色
断 淡橙白色

338

B区 自然,可チ||

第 2層
弥生土器

発

残存高
口径

∞

”
外面 口縁部 横ナデ
頸部 指オサエ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケ日

やや粗

(砂粒含む)

やや軟 色橙淡

ク

″

外
内

断

339

B区
第2層

弥生土器

整

残存高

復元口径
外面 口縁部 横ナデ
顕部 指オサエ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ヘラケズリ

密 やや軟 タト 種働色
内 暗責褐色
断 黒色

340

B区 河

層

然

２

日

第 甕 復元口径 1680
外山 口稼爵S 横ナデ
肩部 タタキ後ヘラケズリ
体部 タタキ

内面 ハケロ 指オサエ

(砂粒含む)

やや軟 外
内

断
黄茶褐色
淡橙色

-51-
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第40図
341

B区 河

層

然

２

自

第
弥生土器
甕

残仔局

口径

関

∞
外面 部

　

部

縁

部

縁

蔀

口
体

口
休

横ナデ
タタキ

横ナデ内面

やや粗
(砂粒含む)

やや軟 外
内

断

淡黄橙褐色 外面に煤付着

342

B区
第2層 発 復元口径 1780

外山 口縁日S 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケロ

やや狙

(砂粒含む)

艮好 外
内

断
淡黄橙褐色
淡橙色

'卜

山体下郡暗灰褐色に変色

343

B区 LI然 :ll川

第2層
弥生主 器

甕
残存高
復元口径

‐９

２２

外面 部

　

部

縁

部

縁

部

口
体

口
体

横ナデ
タタキ
横ナデ
ハケロ

内面

瞥

(小石・砂粒含む)
良好 外  次種 褐色

内 ″
断 淡橙白色

344

B区
第 2層 発 復元口径

哄

Ｉ 体部 タタキ
内面 口縁部 横ナデ
体部 板ナデ ハケロ

(細砂粒含む)

風好 外
内

断 淡黄褐色

岬椰
B区
第2層 発 復元口径

へ

∝
外国 口稼ヨS 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケロ

街

(砂粒含む)

良好 外
内

断

浚獲褐色

淡橙色

l lHl口 稼部に黒址

346
日本IJ川
第2層

弥生土器
整

残存高
口径

∞

”
外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 ハケ日

2i・ 良好 外 淡橙褐色
内  ″
断 淡橙色

347

B区
第 2層 整

η

∞径

高

口

存

元

残
復 体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 剥離のため調整不明

やや狙

(小石・砂粒含む)

良妊 外
内

断 淡橙色

348

自然河川

第 2層
弥生土器

霊

３０

∞径

高

口

存

元

残

復
外面 口縁部 横ナデ
頸部 指オサエ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 摩滅のため調整不明

瞥

(砂粒含む)

やや軟 外
内
断

橙黄褐色

淡黄橙色

349

自然河川

第 2層
弥生土器

発

残存高

復元口径

Ю

∞

５

ｍ
外面 口縁部 横ナデ
頸部 指オサエ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
体部 摩減のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

やや軟 外
内

断

橙褐色

橙黄褐色

淡橙色

350

自然河川
第2層

弥生土器
甕

残存高  aЮ
復元口径 2960

外面 部

　

部

縁

部

縁

熱

口
体

口

株

横ナデ
タタキ後ハケロ

横ナデ内面

やや粗
(砂粒含む)

良好 外 暗橙褐色
内 橙褐色
断 灰色

351

測

層

茶

２

日
第

弥生土器

甕

ω
”

品仔
径
鷺
底

外山

内面

本部 タタキ
ま部 指オサエ
本部 剥離のため調整不明
底部 ハケロ

(砂粒含む)

良好

内 黒色
断 淡橙色

外向底部に黒斑

B区 自然河り|

第 2層
弥生土器

発
残存高
底径

Ю

∞
外面 体部 タタキ
底部 ナデ (砂粒含む)

良好 色褐
　
“

覆
色

昔

贈
橙

船

外
内

断

B区 目″゙ 可リ

第 2層 発

残存高  1270
底径   5∞ 底部 ヘラケズリ

ヘラケズリ内面

(細砂粒含む)

やや軟 外
内

断 淡橙色

内山体部に黒斑

354

B区 自然河川
第2層

弥生土器
発

器高
復元口径

復元底径

”
∞

∞

外面 口縁部 ナデ
体部 タタキ後ナデ
底部 指オサエ及びナデ
ロ縁部～体部 ナデ
底部 板ナデ

内面

僣

(細砂粒含む)

良好 91・ 贈貰綺色

内 橙褐色
断 淡橙色

外面体部に黒斑

卿獅
B区
第2層

弥生土器
高杯

測
”

８０

脚
２６

‐４

径
品
一死
径

器
復

底

外 lll

内面

部
蔀
嘉
岬
獣

ヘラミガキ 横ナデ
摩滅のため調整不明

良好

内 ″
断 淡橙茶色

脚柱部内面に絞り痕
脚柱部に円形二方スカシ
裾部に円形三ナスカシ

356

B区
第 2層 高杯 復元口径

底径

測
４０

”

外 lll

内面

郡
部

部

部

ヘラミガキ
ヘラミガキ
剥離のため調整不明
ハケロ

良妊

内  ク
断 淡橙白色

杯部口縁 脚習S瑞に黒班
杯底部に粘土円板充填
脚柱部内面に絞り痕
脚部に円形三方スカシ

357

B区 河

層

然

２

自

第
弥生上呑

高杯

器高
復元口径

底径

“

勾

∞

外面

内面
部

部
部

部

柱

部

横ナデ
ヘラミガキ

剥離のため調整不明

剥離のため調整不明
横ナデ

やや粗
(砂粒含む)

良好 色働種次

″

ク

外
内

断

杯底部に粘土円板充填
脚柱部内面に絞り痕
脚柱部に円形二方スカシ
裾部に円形四方スカシ

観

B区 河

層

然

２

自

第
豚 生土器

高杯
器高

復元口径
底径

３０

ｍ

∞

外面 口縁部 横ナデ
脚柱部 ナデ
裾部 横ナデ

内面 口縁部 ヘラミガキ後横ナデ
杯底部 ナデ

瞥

(砂粒含む)
良好 外 橙色

内 淡橙褐色
断 淡橙白色

杯部底に粘土円板充填
脚柱部内面に絞り痕
脚部に円形三方スカシ

B区 自然河り|

第 2層 高杯

器高

復元口径
底径

４０

∞

ｍ

外山 ヘラミガキ
内面 杯部 ヘラミガキ
脚部 柑ナデ

(砂粒含む)

良好 色

　

缶

綺

　

船

湿

″

渉

外

内

晰

杯部底に粘土円板充模

脚柱部内面に絞 り痕

脚部に円形三方スカシ

360

B区
第 2層 高杯 復元[1径

復元底径

側
∞

２０

囲

　

　

　

　

面

外
　
　
　
　
　
内

不底部 ナデ
却柱部 ヘラミガキ
居部 横ナデ
コ縁部 横ナデ
不底部 ナデ
居部 横ナデ

(小石含む)
艮叶 外

内

断 淡橙褐色

lnl在 日s肉 llllに厭り猥
脚部に円形三方スカシ

361

B区 河

層

然

２

自

第
孤生土器

高杯

器高

復元口径
底径

２５
ｍ

８０

外面 口縁部 ヘラミガキ
杯体部 ナデ
杯底部～裾部 ヘラミガキ
裾部 ナデ 横ナデ

内面 口縁部 ヘラミガキ
裾部 ハケロ

胎

(砂粒含む)

良好 褐茶淡

″

″

外

内

断

脚柱部内面に絞り痕
脚部に円形三方スカシ

外面口縁部に黒斑

362

B区 河

層

然

２

自

第
弥里 上益

高杯
器高

復元口径

底径

”

∞

”

外面 口縁部 横ナデ
杯底部 ナデ
脚柱部 ヘラケズリ
裾部 横ナデ

内面 杯部 ヘラミガキ後ナデ
裾部 精ナデ

良好 外
内

断

橙色

淡橙色

杯底部に粘上円板充填
脚部に円形三方スカシ
外面口縁部に黒斑

363

自然,可り|
第2層 高杯

器高

復元口径
底径

”
”
”

外 山 口縁部 横ナデ
杯底部～脚部 ナデ
ロ縁部 横ナデ
杯底部 ナデ
裾部 ナデ

内面

良

'F

外
内
断

次頁 余綺 L ]ヽ低罰ゝ柘■允猥
脚柱部内面に絞り痕
脚部に円形四方スカシ

外面頸部に黒斑

岬剛
B区

第 2層 真蛸壺 復元口径 1050
底径   380

外国

内面

部

　

部

稼
部

縁

部

積ナデ
タタキ

横ナデ
ナデ

(砂粒含む)

艮好 巴

色

個

褐
余
橙
頁

沐
際
″

外
内

断

365

B区
第2層 真蛸壺 復元口径 12∞

底径   4611

外 向 部

　

部

稼
部

縁

象

国
体

口

株

横ナデ
タタキ

横ナデ内面

やや社 貝好 巴個恒

″

″

外
内
断

フトEほ部に本栞反
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言
号
菅
番
凶
物
陣
遺 トレンチM 出土地点 層位

類

積

種

器
計測値

手 法 胎 土 焼成 色  調 備 考

瑚
協

B区 自然illり ||

第2層 製塩土器

高存
径
残
底

画

　
　
　
面

外
【　
　
　
山

本部 タタキ
甲柱部 ヘラケズリ

=部
 剥離のため調整不明

やや粗

(砂粒含む)

艮好 外
内

断

種灰僣色

淡橙色

脚柱部内面に絞り痕

河

層

然

２

自

第 製塩土器

仔

径

残

底
外鱚l 体]S タタキ
脚柱部 タタキ後ナデ
裾部 指オサエ
体部 ハケロ
脚柱部 ナデ
裾部 ハケロ

内面

やや粗

(砂粒含む)

Lt好 外
内

断

脚相:罰∫lAl lluに 殺 り硬

368

B区
第 2層

弥生土益

製塩土器

残存高

底径

画

面

外

内
タタキ後ナデ

裾部 ハケロ
やや狙

(砂粒含む)

良好 外

内

断

淡橙茶褐色

淡黄褐色

卿柱部内面に絞り痕

B区 目然7nl川

第 2層
弥生土器
製塩土器

残存高
復元底径

Ю

“

画

面

外

内
タタキ後ナデ

ナデ

やや狙

(砂粒含む)

良好 外

内

断

淡橙褐色

淡橙色

外面裾部に黒斑

370

B区 目然lll川

第2層

器

器

土

土

生

塩

弥

製
残存高

復元底径
舛面 脚柱部 タタキ
裾部 ナデ及び指オサエ

内面 裾部 ナデ

船

(細砂粒含む)

良好 外
内

晰

暗種 灰 色

自然河川

第 2層 製塩土器 底径

フト向 脚桂部 タタキ
裾部 指オサエ及びナデ

内面 ナデ

良好 外

内

断
暗灰褐色
山本楊缶

B区 自然,IIリ

第 2層 杯

器高
口径

”

７０
外面 口縁部 横ナデ
体部～底部 ナデ
ロ縁部 横ナデ内面

艮好 タト 種褐色
内 橙色
断 淡橙色

B区 自然河川
第2層

土師器
土釜 復元口径

外lll 口稼濁
`～

鍔ヨS 横ナデ
体部 ハケロ後ナデ
底部 ハケロ

内面 口縁部 横ナデ
体部 指オサエ及び板ナデ

管

(小石・細砂粒含む)

良好

内  ″
断 淡茶白色

自然,可り||

第 2層
土師質土器
真蛸壺

残存高  7∝
復元口径 145C

外山 指オサエ及びナデ
内面 口縁部 ナデ
体部 指オサエ及びナデ

管

(細砂粒含む)

外

内

晰

B区
第 2層 甕

残存両

復元口径

面

面

外

内
横ナデ
横ナデ

密 良好 外

内

断

暗灰色

淡灰色

目然lll川

第 2層
須恵器
甕

残存高

復元口径

外面 部

　

部

縁

部

縁

部

口
体

口

体

横ナデ

格子タタキ

横ナデ
ナデ

内面

密 良好 外

内

断

暗灰色

灰色

B区 自然河り||

第 2層 底径   98(
外面 体部 回転ヘラケズリ
底部 高台貼付け後横ナデ 回転ヘラケズリ

内面 積ナデ

密 良好 外

内

晰

内面底部に自然釉

B区 自然,可り||

第 2層
黒色土器

椀

残存高

復元口径

面 部

　

部

縁

部

縁

部

口
体

口
体

横ナデ
ヘラケズリ
横ナデ
ヘラミガキ

内面

密 員好

色

色

　

褐

褐

色

栓

橙

黒

淡

外

内

断

自然河川

第 2層
黒色土器
沐

残存高
復元口径

部

　

部

縁
部

縁

部

口
体

口
体

横ナデ
ヘラケズリ

横ナデ
ヘラミガキ

内面

密 良好 外
内

断
黒褐色
淡橙褐色

岬鋤
B区

第3層
サヌカイ

石鏃
残存長

残存幅

”

７０
％

下半欠lll

381

日然lnl川

第3層
Hll文土器
深鉢

残存高  580
口径    ― 外面 ナデ 貝殻背面圧痕 沈線

内面 ケズリ

蘭

(砂粒含む)

良好 外

内

晰

暗茶黄褐色

突起付波状口縁

河

層

然

３

日

第 深鉢又は鉢 口径

回
面
外
内
巷貝条長
ナデ 沈線 R刻 (砂粒含む)

じ
色

色

個
灰

褐

灰
黄

灰

頁
黒

黄

外
内

断

又

口

有
広

383
目然101川

第 3層
縄文土器
深鉢

残存高
口径

370 外面 ナデ 沈線
内面 ナデ

蘭
(砂粒含む)

良好 外

内

晰

暗灰貫色
縁

又
傾
有
内

384

自然河り||

第3層
織又上番

深鉢 口径

外面 ナデ 貼付凸帯 D字刻
内面 ナデ

貯

(砂粒含む)
員好 外

内

断
黒褐色

凸帯文

385

自然河り||

第3層 深鉢

残存高
口径

画

面

外
内
巻貝条痕
ナデ

やや粗

(砂粒含む)

艮好 色
色

缶

茶
黄

灰

淡
灰

會

外
内

晰

無文

386 第3層 深鉢

残存高
口径

痕

痕

条

条

貝

貝

巻

巻

面

面

外

内 (砂粒含む)
艮好 外

内

断

階灰働色

灰褐色
暗責灰色

無文

"7

目然河リ

第 3層
lal文 土器
深鉢

器高   440
口径    ―

面

面

外

内
巻貝条痕
ナデ

晉

(砂粒含む)

良好 外
内
晰

淡橙褐色 無文

388

B区 自然河り|

第 3層 深鉢 口径    ―
画
面
外
内
巻貝条長及びナデ

巻貝条痕後ナデ

やや粗

(砂粒含む)

良好 色
　

“

介
色

辰

噌
橙

膳

外
内

晰

無文

第3層 蓋

器高

復元口径
つまみ径

Ю

“
”

外面 つまみ部 指オサエ
体部 ハケロ後ナデ
ロ縁部 横ナデ
天丼部 ナデ
体部 ハケロ

内面

(砂粒含む)
員好 外

内

断

黄橙茶褐色

淡責橙褐色

390

B区 自然i可チ11

第 3層 盤

残存高  440
復元つまみ径

440

外面 つまみ部 ナデ及び指オサエ
体部 ナデ

内面 天丼部 ナデ

ゃゃ/nl

(細砂粒含む)
良好 外

内

断
黄橙褐色

B区 自然河川

第 3層
弥生土器 残存高

復元口径
外rD 部

　

部

縁

部

縁

部

口

頸

口
頸

横ナデ
ヘラミガキ

横ナデ
ヘラミガキ

内面

密 良好 外
内

断

次貫介 色

淡黄灰色

"2

B区
第3層

残存高
復元口径

Ю

∞
外面 口縁部 横ナデ
顕部 摩減のため調整不明

内面 [I縁 部 横ナデ
(砂粒含む)

良好 外
内

断

淡黄褐自色

淡橙白色

B区 自然河川

第3層
弥生土器 嬌任品

復元口径

外面 口縁部 横ナデ
体部 ヘラミガキ
ヘラミガキ内面

密
(砂粒含む)

良好 外 黄橙褐色
内 暗灰褐色

B区 自然河川
第3層

弥生土器
復元口径 1480

外山 口縁郡 積ナデ
頸部 摩減のため調整不明

内面 口縁部 横ナデ
輌部 剥離のため調整不 tll

やや粗

(砂粒含む)

やや駄 外
内

断 淡橙黄色

B区 河

層

然

３

自

第
弥生土器

復元口径 1960
外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

内面 口縁部 横ナデ
輛部 ヘラミガキ

密
(砂粒含む)

やや軟 外
内

断 淡橙黄色

396

B区 河

層

然

３

自

第
弥生土器

復元口径

７。

００

外 ltl

内面

口縁部 横ナデ 竹管文
頸部 ヘラミガキ
ロ縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

密
(砂粒含む)

良好 外
内

断
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挿図番号
遺物番号
トレンチNo 出土地点・層位

類
種
種
器

計演1値

(cm)
手 法 胎 土 焼成 色  調｀ 備 考

卿翻
B区 自然河川

第 3層
弥生土器

復元口径 1280
内面

頸部 ヘラミガキ
ロ縁部 ヘラミガキ
頸部 指ォサエ

(砂粒含む)
艮妊 外

内

断

内面[l縁部に黒斑

398

B区
第 3層 壺

残存高  450
復元口径 1440

囲
面
外
内
摩激のため調ン 明ヽ
ヘラミガキ (砂粒含む)

軟 色

　

“

種

色

船

次

橙

添

外

内

断

外面頸日Sに黒斑

399

B区 日本 )●l川

第3層 復元口径
側
∞
洋lll 口縁日S 横ナデ
頸部 ヘラミガキ
摩滅のため調整不明内面

(細砂粒含む)
良好 外

内

断

種間色

淡給昔

“
B区

第 3層
残存高
口径

∞

Ю
外面 口縁部 横ナデ
頸部 ヘラミガキ

内面 口縁部 横ナデ
覇部  ]1離 の ア・め調 蕗ス 田

(砂粒含む)
やや欧 色働

色
色

頁
褐
橙

恒
橙
淡

外
内

断

B IX

第 3層
残再高
復元口径

”

∞
71・回 剰離のため調整イヽ明 竹管又付円形洋文
内面 剥離のため調整不明 (細砂粒含む)

やや軟 外

内

晰

次獲色

淡黄褐色

402
B区

第 3層 底径

外山 体部 ヘラミガキ
底部 ナデ

内面 体部 ナデ及びヘラケズリ

密 艮好 外
内

断
淡黄褐色

B区 目然河川

第 3層
弥生上 器 残仔局  b6t

底径   32C
外lHl ナデ

内面 ハケロ
密 良好 外

内

断

橙褐色 内面に黒斑

卿Ｏ 第3層 鉢 復元口径

臥

く

71・直1 口縁部 横ナデ
体部 タタキ (砂粒含む)

マや軟 じ綺
色

色

檀
灰

橙

次
黄

淡

外
内

断

潤

層

然

３

日
第

弥生土器
鉢

残 仔 局

復元口径

軋

４Ｃ
外lIIl 口縁罰S 横ナデ
体部 タタキ

内面 口縁部 横ナデ
(小石・砂粒含む)

良好 外
内

断

淡黄茶色

淡橙色

406

B区 目″や可り||

第 3層
弥生土器
鉢

残存高
復元口径

Ю

∞
71El 口稼刊S 横ナデ
体部 タタキ

やや租 良好 外
内
断 乳黄白色

B区 河

層

然

３

日
第

弥生土器
鉢

残存高
復元口径

”

”
齢
　
部

豚
部

縁

鰍

口
体

口
佐

タタキ後一部ヘラケズリ
横ナデ内面

(砂粒含む)

やや軟 外  支茶褐色
内  ″
断  淡橙色

外国体罰蹂 灰褐色に変色
内面体部に付着物

B区
第3層 壼

残存高
復元口径

∞

∞
外面 部

　

部

縁

部

縁

部

口
体

口
体

横ナデ
タタキ

横ナデ
板ナデ

内面
(砂粒含む)

艮好 外
内

断

階貫余褐色

淡赤灰色

淡橙白色

409
B区

第 3層
∬王主器

甕

残存高
復元口径

６０

∞

面

　

面

外

　

内

部
　
部

縁
部

縁
部

横ナデ
タタキ
横ナデ
ハケロ

(砂粒含む)
良好 外

内

断

浚種褐色

淡橙色

B区
第3層 発

残存高
復元口径

‐０

∞
外面 口縁部 横ナデ
体部 タタキ後ナデ

内 而

密 艮好

内 淡橙褐色
断 淡橙色

B区 自然i可り||

第3層
弥生土器

発
残仔局

復元口径

４ｔ

＆
豚
部

縁
部

口
体

口
体

タタキ後ナデ

横ナデ
板ナデ

内面

晉 良好 色

色

色

灰

褐

褐

茶

茶

茶

暗

淡

淡

外
内

断

卜回口顎部に県付看

B区
第3層 発 復元口径 190C

外面 口縁部 横ナデ
顕部 指オサエ
体部 剥離のため調整不明

内面 口縁部 横ナデ
体部 剥離のため調幣不明

(小石・砂粒含む)
やや軟

内 橙褐色
断 淡橙色

B区 自然i可り||

第 3層
弥生土器
甕 復元口径 1820

四
　
　
　
面

升
　

　

内

夏部 指オサエ
本部 タタキ
コ縁部 横ナデ
本部 座滅のため調幣不明

やや粗

(砂粒含む)

やや軟 色
色
働
褐

色

次
黄

黄

種
暗

灰

外
内

断

B区 自然i可り|
第3層 発 復元口径

外国 口縁日S 横ナデ
体部 ハケロ

内面 口縁部 ハケロ
体部 板ナデ

やや粗
(砂粒含む)

良好 じ個
色

色

短
橙

橙

次
淡

淡

外
内

断

B区 河

層

然

３

日

第
弥生土器
甕

残仔局  770
復元口径 2820

幽
　
　
　
一向

外
　
　
　
内

質部 指オサエ
本部 タタキ後ヘラケズリ
]縁部 横ナデ
よ蔀 新キデ

やや粗

(砂粒含む)

良好 外 暗茶色
内 明茶褐色
断 淡茶灰色

B区 自然河川

第 3層 高杯

残存高
復元口径

３

ｍ
口
面
外
内
革減のため訓竪イヽ明
康減のため調整不明 (砂粒含む)

良好 外

内

晰

次茶褐 色

B区
第3層 高杯 復元口径 内面 ヘラミガキ

密 艮好 外
内

断
橙黄褐色
漆音禍

“B区
第3層 高杯 復元口径

外山 口縁部 横ナデ
体部 剥離のため調整不明

内面 ヘラミガキ

警 良好 外
内

断 淡橙白色
B区 目然i可川

第 3層 高杯

高

径

径

器

口
鷹

フト回 ヘラミガキ
内面 杯部 ヘラミガキ
脚部 十デ

(砂粒含む)
員好 色橙

ク

″

外
内

晰

420
B区 目然 :●l川

第3層 製塩土器 復元底径
タト向 タタキ
内面 体部 剥離のため調整不明
脚部 ヘラケズリ

驚

(細砂粒含む)
良好 外

内

断

即柱罰S内 向に絞 り痕

第 3層 製塩土器 復元底径
外山 タタキ
内面 摩減のため調整不明

やや粗 員 9f・ 外
内

断
黄灰色
暗灰色

卸在日S内面に紋 り痕

B区 目然i可川

第 3層 製塩土器

高存

径

残
底

体鮒S タタキ
脚柱部 ヘラケズ リ
裾部 剥離のため調整不明
nll離 のため調整不明内面

(砂粒含む)

員好 外
内

断 淡橙白色

却柱部内面に絞り痕

B区
第 3層

主‖0質 上器

有孔土錘

■

∝

鮮各

長
幅

■

手づくね 晉 良妊 外 淡責茶褐色 定形

目然ャll川

第 3層 甕 復元口径 142C
外lgl 口縁部 横ナデ
頸部 ハケロ

内面 積ナデ

密 良好 外
内

断
淡茶色
淡昔本

“岬４２５
B区

第 4層
サヌカイト
楔形石器

圧

■

γ

長
幅
存
存
残
残

厘

B区
第 4層

縄文土器
深鉢

残存高  42C
内面 ナデ (砂粒含む)

良好 外
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A区 1・ 2トレンチ 全景

B区 全景
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A区 1トレンチ 東側断面

A区2トレンチ 東側断面

A区3トレンチ 東側断面
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A区 1トレンチ 土坑1 東側断面

A区 1トレンチ 土坑1(北より)
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A区2トレンチ 土坑2 南側断面
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A区2トレンチ 土坑3 西側断面

A区2トレンチ 土坑3(南より)

A区 1トレンチ ピット1(東より)
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A区 1トレンチ ピット2 西側断面

A区 1トレンチ ピット3 西側断面

A区3トレンチ ピット5(北より)
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B区 東側断面

B区 西側断面

B区 土坑5 南側断面
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B区 土坑5(北よ↓り)

清 1(西よιり)

B区 自然河川 列石 (南よ|り )
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A区 1トレンチ 土坑 1
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出土遺物

A区 2トレンチ 土坑2 出土遺物
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A区 2トレンチ 土坑3 出土遺物
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土坑3 出土遺物
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A区 2トレンチ
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A区2トレンチ 土坑3 出土遺物

A区 2トレンチ 土坑3 出土遺物
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A区2トレンチ 土坑3 出土遺物

A区2トレンチ 土坑3 出土遺物

A区2トレンチ 土坑3 出土遺物

A区3トレンチ ピット5 出土遺物
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A区 落ち込み 出土遺物
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A区 落ち込み 出土遺物
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B区 第2層 出土遺物

B区 土坑5 出土遺物

B区 自然河川第1層 出土遺物
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B区 自然河川第2層 出土遺物
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B区 自然河川第2層 出土遺物
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B区 自然河川第2層  出土遺物
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B区 自然河川第2層  出土遺物
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B区 自然河川第2層 出土遺物
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自然河川第2層  出土遺物
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自然河川第2層 出土遺物
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B区 自然河川第2層 出土遺物



一餃
図

版

２４

380

403

B区 自然河川第3層 出土遺物
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B区 自然河川第4層 出土遺物
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